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この Multi Pro® ターフスプレーヤは、芝生に液剤を散
布するための専用の装置であり、そのような業務に従
事するプロのオペレータが運転操作することを前提とし
て製造されています。この製品は、集約的で高度な管
理を受けている公園やゴルフ場、スポーツフィールド、
商用目的で使用される芝生に対して液剤を散布するこ
とを主たる目的として製造されております。

この製品は、関連するEU規制に適合しています 詳
細については、DOC シート規格適合証明書をご覧く
ださい。

重重重要要要 こここののの製製製品品品のののエエエンンンジジジンンンのののマママフフフラララーーーにににはははスススパパパーーークククアアアレレレ
スススタタタががが装装装着着着ささされれれててておおおりりりままませせせんんん。。。カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州ののの森森森林林林
地地地帯帯帯・・・潅潅潅木木木地地地帯帯帯・・・草草草地地地なななどどどでででこここののの機機機械械械ををを使使使用用用すすするるる場場場合合合ににに
ははは、、、法法法令令令ににによよよりりりスススパパパーーークククアアアレレレスススタタタののの装装装着着着ががが義義義務務務づづづけけけららら
れれれててていいいままますすす。。。他他他ののの地地地域域域にににおおおいいいてててももも同同同様様様ののの規規規制制制ががが存存存在在在すすす
るるる可可可能能能性性性がががああありりりままますすすのののでででごごご注注注意意意くくくだだださささいいい。。。

エエエンンンジジジンンンののの保保保守守守整整整備備備のののたたためめめ、、、おおおよよよびびび米米米国国国環環環境境境保保保護護護局局局
EPA並並並びびびにににカカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州排排排ガガガススス規規規制制制ににに関関関連連連しししてててエエエンンン
ジジジンンンマママニニニュュュアアアルルルををを同同同梱梱梱しししててておおおりりりままますすす。。。エエエンンンジジジンンンマママニニニュュュアアア
ルルルはははエエエンンンジジジンンンのののメメメーーーカカカーーーかかかららら入入入手手手すすするるるここことととがががででできききままますすす。。。

警警警告告告

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州
第第第65号号号決決決議議議ににによよよるるる警警警告告告

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは、、、デデディィィーーーゼゼゼルルルエエエンンンジジジンンンののの
排排排気気気にににははは発発発癌癌癌性性性ややや先先先天天天性性性異異異常常常なななどどどののの原原原因因因とととななな
るるる物物物質質質ががが含含含まままれれれててていいいるるるとととささされれれててておおおりりりままますすす。。。

バババッッッテテテリリリーーーやややバババッッッテテテリリリーーー関関関連連連製製製品品品にににははは鉛鉛鉛ががが含含含
まままれれれててておおおりりり、、、カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは発発発ガガガンンン性性性
ややや先先先天天天性性性異異異常常常ををを引引引ききき起起起こここすすす物物物質質質とととささされれれててていいいままま
すすす。。。取取取りりり扱扱扱いいい後後後ははは手手手をををよよよくくく洗洗洗っっってててくくくだだださささいいい。。。

米米米国国国カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは、、、こここののの製製製品品品ををを使使使用用用ししし
たたた場場場合合合、、、ガガガンンンややや先先先天天天性性性異異異常常常なななどどどををを誘誘誘発発発すすするるる物物物
質質質ににに触触触れれれるるる可可可能能能性性性がががあああるるるとととささされれれててておおおりりりままますすす。。。

はははじじじめめめににに
この説明書を読んで製品の運転方法や整備方法を十
分に理解してください。オペレータや周囲の人の人身事
故や製品の損傷を防ぐ上で大切な情報が記載されてい
ます。製品の設計製造、特に安全性には常に最大の
注意を払っておりますが、この製品を適切かつ安全に
使用するのはお客様の責任です。弊社のウェブサイト
www.Toro.com で製品やアクセサリ情報の閲覧、代理
店についての情報閲覧、お買い上げ製品の登録など
を行っていただくことができます。

整備について、また純正部品についてなど、分からな
いことはお気軽に弊社代理店またはカスタマーサービス
におたずねください。お問い合わせの際には、必ず製

品のモデル番号とシリアル番号をお知らせください。
図 1にモデル番号とシリアル番号を刻印した銘板の取
り付け位置を示します。
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図図図 1

1. 銘板取り付け位置

モモモデデデルルル番番番号号号

シシシリリリアアアルルル番番番号号号

この説明書では、危険についての注意を促すための
警告記号図 2を使用しております。死亡事故を含む重
大な人身事故を防止するための注意ですから必ずお
守りください。

g000502

図図図 2

1. 危険警告記号。

この他に2つの言葉で注意を促しています。重重重要要要「重
要」は製品の構造などについての注意点を、注注注はその
他の注意点を表しています。
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安安安全全全にににつつついいいててて
不適切な使い方をしたり手入れを怠ったりすると、人
身事故につながります。 事故を防止するため、以下
に示す安全上の注意や安全注意標識のついている遵
守事項は必ずお守りください。これは「注意」、「警
告」、「危険」など、人身の安全に関わる注意事項
を示しています。これらの注意を怠ると死亡事故などの
重大な人身事故が発生することがあります。

この機械の運転、管理、保守に関わる方々は、以下
のような安全関連規格・規則についての知識をお持
ちになると有利です下記住所に英語資料を請求する
ことができる。

• 引火性および可燃性液体の取り扱い規則

ANSI/NFPA 30
• National Fire Protection Association:

ANSI/NFPA #505; 動力式産業トラック
National Fire Prevention Association
Barrymarch Park
Quincy, Massachusetts 02269 U.S.A.

• SAE J2258 Light Utility Vehicle
SAE International
400 Commonwealth Drive, Warrendale,
PA 15096-0001, U.S.A.

• ANSI/UL 558; 内燃機関を動力とする産業用トラック

American National Standards Institute, Inc.
1430 Broadway New York, New York 10018 U.S.A.
または
Underwriters Laboratories
333 Pfingsten Road
Northbrook, Illinois 60062 U.S.A.

安安安全全全ななな運運運転転転のののたたためめめににに

警警警告告告
こここのののスススプププレレレーーーヤヤヤはははオオオフフフロロローーードドド専専専用用用車車車両両両でででああありりり、、、公公公
道道道ややや高高高速速速道道道路路路ををを走走走行行行ををを前前前提提提とととしししたたた設設設計計計製製製造造造をををおおおこここ
なななっっっててておおおりりりままませせせんんん。。。

管管管理理理者者者ののの責責責任任任
• オペレータに対して適切な訓練を行い、オペレー

ターズマニュアル、エンジンマニュアル、およびス
プレーヤ本体に貼付されているステッカーの内容
を熟知させてください。

• 特殊な場所例えば斜面のための作業手順や安全
確認規則を作り、全員がそれを守って作業を行う
よう徹底してください。

薬薬薬剤剤剤ののの安安安全全全管管管理理理

警警警告告告
こここののの散散散布布布装装装置置置ででで取取取りりり扱扱扱ううう農農農薬薬薬ははは人人人体体体ややや動動動植植植物物物、、、土土土
壌壌壌なななどどどににに危危危険険険ををを及及及ぼぼぼすすす可可可能能能性性性がががあああるるるのののででで取取取りりり扱扱扱いいい
にににははは十十十分分分注注注意意意すすするるるこここととと。。。

• 自自自分分分自自自身身身ののの安安安全全全ををを守守守るるるたたためめめににに、、、農農農薬薬薬ををを取取取りりり扱扱扱
ううう前前前ににに、、、容容容器器器ににに張張張っっってててあああるるるラララベベベルルルややや安安安全全全デデデーーー
タタタシシシーーートトトなななどどど取取取りりり扱扱扱いいい上上上ののの注注注意意意をををよよよくくく読読読んんんででで理理理
解解解ししし、、、薬薬薬剤剤剤メメメーーーカカカーーーののの指指指示示示ををを守守守るるる。。。たたたとととえええばばば、、、
保保保護護護めめめがががねねねゴゴゴグググルルル、、、手手手袋袋袋なななどどど、、、薬薬薬剤剤剤とととののの接接接触触触
ををを防防防止止止ししし危危危険険険かかかららら身身身ををを守守守るるるここことととのののででできききるるる適適適切切切
ななな保保保護護護対対対策策策ををを講講講じじじるるる。。。

• 散散散布布布すすするるる薬薬薬剤剤剤ははは一一一種種種類類類とととははは限限限らららななないいいのののででで、、、取取取
りりり扱扱扱っっっててていいいるるるすすすべべべてててののの薬薬薬剤剤剤ににに関関関しししててて注注注意意意事事事項項項ををを
必必必ずずず確確確認認認すすするるる。。。

• 上上上記記記安安安全全全確確確保保保ににに必必必要要要ななな情情情報報報ががが手手手ににに入入入らららななないいい場場場
合合合にににははは、、、こここののの装装装置置置ののの運運運転転転ををを拒拒拒否否否すすするるるこここととと

• 散散散布布布装装装置置置ののの取取取りりり扱扱扱いいいををを開開開始始始すすするるるまままえええににに、、、そそそののの
装装装置置置ををを前前前回回回使使使用用用しししたたたあああとととににに薬薬薬剤剤剤メメメーーーカカカーーーののの指指指示示示
ににに従従従っっっててて3回回回のののすすすすすすぎぎぎ洗洗洗いいいややや必必必要要要ななな中中中和和和処処処理理理ががが
行行行わわわれれれたたたかかかををを確確確認認認ししし、、、さささらららににに、、、すすすべべべてててのののバババルルルブブブ
にににつつついいいてててそそそれれれぞぞぞれれれ 3回回回ののの開開開閉閉閉操操操作作作ををを行行行うううこここととと。。。

• 十十十分分分ななな量量量ののの水水水ととと石石石鹸鹸鹸ををを身身身近近近ににに常常常備備備ししし、、、薬薬薬剤剤剤
ががが皮皮皮膚膚膚ににに直直直接接接触触触れれれたたた場場場合合合にににははは、、、直直直ちちちににに洗洗洗いいい
流流流すすすこここととと。。。

• 薬剤の取り扱いに関する適切な教育訓練を受けて
ください。

• 目的にあった適切な薬剤を使用してください。

• 薬剤を安全に使用するために、薬剤メーカーの指
示を必ず守ってください。

• 薬剤の取り扱いは換気のよい場所で行ってくださ
い。

• 作業にあたっては保護めがねゴグルなど、メーカー
が指定する安全対策を必ず実行してください。皮膚
の露出をできるだけ小さくしてください。

• いつでも、特に薬剤タンクに薬液を作るときに、真
水を手元に用意してください。

• 薬剤を取り扱い中は、飲食や喫煙をしないでくだ
さい。

• 作業終了後は直ちに手足や露出部をよく洗ってく
ださい。

• 使用しなかった薬液や薬剤容器は、メーカーや地
域の規則に従って適切に廃棄してください。

• 薬剤や薬剤からの蒸気は危険です。絶対に、タン
クの中に入ったり、頭を入れたり、タンクの上に顔
をさらしたりしないでください。
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運運運転転転ののの前前前ににに
• 本機をご使用になる前に必ずこのマニュアルをお読

みになり内容をよく理解してください

• 子供には絶絶絶対対対ににに運転させないでください。

• 大人であっても オペレーターズマニュアルをよく読
んで理解している方以外には絶絶絶対対対ににに運転させないで
ください 訓練を受け、許可されている人以外には運
転させないでください。肉体的 精神的に十分な能
力のない方には運転させないでください

• 本機は運運運転転転手手手以外に所定の助手席に名名名ののの乗乗乗員員員
を乗せることができます スプレーヤには絶絶絶対対対ににに人
を乗せないでください。

• アルコールや薬物を摂取した状態では絶絶絶対対対ににに運転
しないでください。医師の処方薬や市販の風邪薬
でも眠気を催すことがあります。

• 疲れているときには運転しないでください。運転中
も定期的に休憩を取ってください。常に十分な注意
力と集中力を発揮できることが非常に重要です。

• 操作方法をしっかり身につけ、緊急時にすぐにエン
ジンを停止できるようになってください。

• ガードなどの安全装置やステッカー類は必ず所定の
場所に取り付けて使用してください。安全カバーが
破損したり、ステッカーの字がよめなくなったりした
場合には、機械を使用する前に修理し、ステッカー
は新しいものに貼り換えてください。

• 作業には頑丈な靴を着用してください。サンダルや
テニスシューズ、スニーカーでの作業は避けてくだ
さい。だぶついた衣類やアクセサリは機械にから
みつく危険があり、人身事故のもとですから着用
しないでください。

• 安全メガネ、安全靴、長ズボンおよびヘルメットの
着用をおすすめします。地域によってはこれらの着
用が条例などで義務付けられています。

• 暗くなったら、特に不案内な場所で暗くなったら、
運転を控えてください。どうしても暗い場所で運転し
なければならない場合は必ずヘッドライトを点灯さ
せ、安全に十分注意してください。場合によっては
補助ライトを取り付けてください。

• 人の近くで作業するときは十二分に注意を払ってく
ださい。どの人がどこに人がいるかを常に意識しな
がら運転してください。

• 作業前に、「運転」の章の「運転前の点検」に
示されている各部を必ず点検してください。万一異
常を発見したら作作作業業業ををを中中中止止止 してください。必ず使
用する前に修理や調整を行って問題を解決してお
いてください。

• ポンプを作動させる前に、全部のラインコネクタが
適切に接続されていること、およびホースの状態が
良好であることを確認してください。

• ガソリンは引火性が非常に高いので、取り扱いには
十分注意してください。

– ガソリンは認可された容器に保管する。

– エンジン回転中や停止直後に燃料タンクのふた
を開けない。

– ガソリン取り扱い中は禁煙を厳守する。

– 給油は屋外で行い、給油の量はタンクの首の
根元より 25 mm程度下までとする首の部分まで
燃料を入れない。入れすぎないこと。

– こぼれたガソリンはふき取る。

運運運転転転中中中ににに

警警警告告告
エエエンンンジジジンンンののの排排排気気気ガガガスススにににははは致致致死死死性性性ののの有有有毒毒毒物物物質質質ででであああるるる
一一一 酸酸酸化化化炭炭炭素素素ががが含含含まままれれれててていいいるるる。。。

屋屋屋内内内ややや締締締めめめ切切切っっったたた場場場所所所ででではははエエエンンンジジジンンンををを運運運転転転しししななな
いいいこここととと。。。

• 運転中は必ず着席してくださいオペレータは、可能
な限り両手でハンドルを握ってください。また、手足
を車外に出さないようにしてください。

• 安全への注意がおろそかになると、転倒など思わ
ぬ事故となり、けがや死亡など重大な結果を招きま
す。運転は常に慎重に。転倒や暴走事故を防止す
るために以下の点にご注意ください

– バンカーや川、減速ランプ、不案内な場所、地
形や地表状態が一定しない場所などでは必ず減
速し、安全距離を取り、十分な注意をはらう。

– 隠れた穴などの見えない障害に警戒を怠らな
い。

– ぬれた場所、悪天候時、満載状態などでの運
転には十二分の注意を払う。満載状態では停
止距離が長くなることを忘れずに。

– 急停止や急発進をしないこと。後退から前進、
あるいは前進から後退への切り替えは、完全
に停止する。

– 旋回するときは必ず速度を落とす。急旋回など
突然の操作は、その後の制御が不安定になり
やすく事故のもとであるから行わない。

– バックする際には必ず後方を確認し、人がいな
いことを確かめる。後退時は速度を落とす。

– 道路付近で作業するときや道路を横断するとき
は通行に注意する。歩行者や他の車両に対
し、常に道を譲る心掛けをもつ。本機は公道
や高速道路を走行するための車両ででではははななないいい。
右左折などの進路表示は常に早めに行い、
他車の注意を喚起すること。その他交通ルー
ルを守って運転する。

– 爆発性の物質が空気中に存在する所では本機
の電気系統や排気系統からの火花が爆発を引き
起こす可能性がある。爆発性のチリやガスが空
気中に含まれている所では絶対に運転しない。

– 安全に確信が持てない時は 作作作業業業ををを中中中止止止 して責
任者に報告し、その指示に従う。

• エンジン回転中や停止直後は、エンジン本体やマフ
ラーに触れないでください。これらの部分は高温に
なっており、触れると火傷を負う危険があります。
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• 万一、機体が異常な振動をした場合は直ちにエン
ジンを停止し機械の全動作が停止するのを待ちそ
れから点検にかかってください破損部は必ず修理交
換してから作業を再開してください

• 運転席を離れる前に

1. マシンの動作を完全に停止させる。

2. 走行ペダルから足を離し、駐車ブレーキを
掛ける。

3. キーを OFF位置に回す。

4. 始動キーを抜き取る。

重重重要要要 斜斜斜面面面ににに駐駐駐車車車しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

• 機械が落雷を受けると最悪の場合死亡事故となりま
す。稲光が見えたり雷が聞こえるような場合には機
械を運転しないで安全な場所に避難してください。

ブブブレレレーーーキキキ操操操作作作
• 障害物に近づく前に十分減速してください。これに

より、停止や回避のための余裕が生まれます。万
一実際にぶつかれば、機材を損傷損失してしまい
ます。さらにはご自身にけが等を負わせることにも
なりかねません。

• 停止や旋回は車両総重量と大きな関係がありま
す。積載重量が大きいときには停止も旋回も難しく
なります。積載重量が大きいほど停止に掛かる時
間が長くなります。

• ターフも普通の路面も、ぬれているときには非常
に滑りやすくなります。停止距離も乾いているとき
の2倍から4倍の長さが必要になります。また深い
水溜りに入ってブレーキがぬれると、乾燥するまで
ブレーキが利かなくなります。水溜りを抜けたあと
は速度を落としてブレーキテストをしてください。ブ
レーキが利かなくなっていたら、ブレーキペダルを
軽く踏み込んだまま、しばらく低速で運転しましょ
う。こうするとブレーキが早く乾きます。

ROPS横横横転転転保保保護護護バババーーーののの安安安全全全確確確保保保
注注注 このオペレーターズマニュアルが対象とする車両
で、Toro 社が取り付けたキャブは ROPS として機能
します。

• POPSは機体から外さないでください。

• シートベルトを着用し、緊急時にシートベルトを迅
速に外せるよう練習しておいてください。ROPS を
立てて運転、あるいはトロが取り付けたキャブ付
き車両を運転する時は、必ずシートベルトを着用
してください。

• 頭上の障害物に注意し、これらに衝突しないように
注意してください。

• ROPS自体に損傷がないか、また、取り付け金具が
ゆるんでいないか、定期的に十分に点検を行い、
万一の際に確実に役立つようにしておいてください。

• ROPSが破損した場合は新しいものに交換してくださ
い。修理したり改造しての使用はしないでください。

斜斜斜面面面やややラララフフフななな場場場所所所でででののの運運運転転転
斜面では転倒しやすくなる上、斜面を登りきれないとき
にはエンジンが停止してしまう場合もあります。あわて
ると人身事故を起こす危険があります。

• 下り坂で、特に荷を積んでいる場合には、急加速
や急ブレーキをしないでください。

• 急斜面では絶対に横切り走行を行わないでくださ
い。まっすぐ上るかまっすぐ下るか、迂回するか
してください。

• 坂を登りきれないでエンストしたり、しそうになったり
した時はまず落ち着いてゆっくりとブレーキを踏み、
必ずバックで ゆっくりと下がってください

• 斜面を走行しながらの旋回は危険です。斜面でど
うしても旋回しなければいけないときは、十分に減
速し、慎重に操作してください。絶対に急旋回や
小さなターンをしないでください。

• 車両重量が大きいときは斜面での安定性が悪くなり
ます。斜面では車両をなるべく軽くし、速度を落と
して運転してください。

• 斜面での停止、特に荷を積んだままでの停止は避
けてください。下り坂では平地に比べて停止に長い
距離が必要になります。どうしても斜面で停止しな
ければならない場合には、急停止による転倒の危
険を避けるために慎重に車両を制御してください。
バックで斜面を下っているときに急ブレーキを掛ける
と後ろに転倒する危険が高くなります。

• ラフ、凹凸のある場所、縁石の近く、穴の近くな
ど路面が一定でない場所では必ず減速してくださ
い。車体が揺れると重心が移動し、運転が不安
定になります。

積積積荷荷荷
どのくらいの重量を積んでいるかで車両の重心が変化
し、ハンドリングも変わってきます。暴走や人身事故を
防止するために、以下の注意をお守りください。

• 斜面や凹凸のある場所で作業をするときは、車両
をなるべく軽くして運転してください。

• 液剤はタンクの中で動いて重心を変化させます。
特に旋回中、斜面走行中や速度を急に変化させた
時、凹凸のある場所を走行している時には、この
現象が起こりやすくなります。重心の急変は転倒に
つながりますから十分注意してください。

• 重い積荷を積んで走行しているときには、速度に
注意し、常に安全な停止距離を確保してください。
急ブレーキは絶対につつしみましょう。斜面ではよ
り慎重な運転を心がけましょう。

• 重い物を積んでいるときは停止距離が長くなり転倒
しやすくなっていることを忘れないでください。

保保保守守守
• 許可を受けた有資格者以外には保守、修理、調

整、点検などの作業をさせないでください。
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• 整備・調整作業の前に 車体が完全に洗浄され、
薬剤成分が十分に落とされていることを必ず確認
してください

• 整備・調整作業の前には誤って他人がエンジンを
始動することのないよう、必ずエンジンを停止し駐
車ブレーキを掛け、始動スイッチからキーを抜いて
おいてください

• ボルト、ナット、ネジ類は十分に締めつけ、常に機
械全体の安全を心掛けてください。

• 火災防止のため、エンジンの周囲に、余分なグリ
ス、草や木の葉、ホコリなどが溜まらないようご
注意ください。

• 燃料残量やオイル洩れやバッテリー液などの点検
には、絶対に火を使用しないでください。

• エンジンを回転させながら調整を行わなければなら
ない時は、手足や頭や衣服を可動部に近づけない
ように十分ご注意ください。また、無用の人間を近
づけないようにしてください

• ガソリンや溶剤を使ってパーツ部品を洗浄する時に
は必ず密閉型の洗浄容器を使ってください。

• 走走走行行行速速速度度度ガガガバババナナナののの設設設定定定ををを 変えないでください。ト
ロの正規代理店で走行速度検査を受け、安全性
と精度を確認しておきましょう。

• 油圧のピンホールリークやノズルからは液体が高圧
で噴出しているので、手などを近づけないでくださ
い。リークの点検には新聞紙やボール紙を使ってく
ださい。高圧で噴出する液体が皮膚を貫通すると
身体に重大な損傷を引き起こしますので、万一この
ような事故が起こったら数時間以内に外科手術を受
けないと壊疽(えそ) を起こします

• 大がかりな修理が必要になった時や補助が必要な
時は、Toro 正規代理店にご相談ください。

• いつも最高の性能を維持するために、必ずトロの純
正部品をご使用ください。他社の部品やアクセサリ
を使用すると危険な場合があります。スプレーヤ
の改造を行うと、機械の挙動や性能、耐久性など

が変化し、そのために事故が起きる可能性があり
ます。このような使い方をすると製品保証が適用
されなくなります。

音音音力力力
この機械は、音力レベルが 99 dBA であることが確認
されています ただしこの数値には不確定値K1 dBA
が含まれています。

音力レベルの確認は、ISO 11094 に定める手順に
則って実施されています。

音音音圧圧圧
この機械は、オペレータの耳の位置における音圧レベ
ルが 85 dBA であることが確認されています ただしこの
数値には不確定値K1 dBA が含まれています。

音圧レベルの確認は、EN ISO 規則 11201 に定める
手順に則って実施されています。

腕腕腕おおおよよよびびび手手手ののの振振振動動動
右手の振動レベルの実測値 = 0.22 m/s2

左手の振動レベルの実測値 = 0.26 m/s2

不確定値K = 0.5m/s2

実測は、EC規則 1032 に定める手順に則って実施
されています。

全全全身身身ののの振振振動動動
振動レベルの実測値 = 0.3 m/s2

不確定値K = 0.5m/s2

実測は、EC規則 1032 に定める手順に則って実施
されています。

安安安全全全ラララベベベルルルととと指指指示示示ラララベベベルルル

以下のラベルや指示は危険な個所の見やすい部分に貼付してあります。 読めなくなったも
のは必ず新しいものに貼り替えてください。

decal93-6686

93–6686

1. 油圧オイル 2. オペレーターズマニュアル
を読むこと。
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decal100-8619

100-8619

1. スプレー ON 2. スプレー OFF

decal106-5517

106-5517

1. 警告高温部に触れないこと。

decal107-8667

107-8667

1. ジャッキアップ

2. ジャッキアップ個所

3. 警告ジャッキアップに関する詳しい情報はオペレーターズマ
ニュアルを参照のこと。

decal107-8724

107-8724

1. 走行 3. ペダル下部を後ろに踏み
込むと後退。

2. ペダル上部を前に踏み込
むと前進。

4. 踏み込みを深くするとス
ピード上昇。

decal107-8731

107-8731

1. 警告 オペレーターズマニュアルを読むこと。

2. ラグナットを 75-102N·m 6.2-9.0kg.m = 55-75ft-lbにトルク締
めする。

decal107-8732

107-8732

1. 警告 オペレーターズマニュアルを読むこと。

2. ラグナットを 95-122N·m 10.4-12.5kg.m = 75-90ft-lbにトル
ク締めする。

decal117-2718

117-2718
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decal117-4955

117-4955

1. 警告 オペレーターズマニュアル を読むこと 運転席ではシート
ベルトを着用すること 車体を傾けないこと。

2. 警告 聴覚保護具を着用のこと。

decal119-0567

119-0567

1. ソニックブーム 9. ブーム上昇左ブーム

2. スロットル 高速 10. ブーム上昇右ブーム

3. ヘッドライト 11. 上昇

4. スロットル 低速 12. 下降

5. フォームマーカ左ブーム 13. 左ブーム散布スイッチ

6. フォームマーカ右ブーム 14. センターブーム散布スイッチ

7. ON 15. 右ブーム散布スイッチ

8. OFF

decal119-0568

119-0568

1. 走行ペダル固定スイッチ 4. ON
2. 撹拌 5. OFF
3. ポンプ
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decal120-0759

120-0759

1. 下げる 6. ON
2. 無段階調整, 散布水圧 7. 混合用エダクタ

3. 上げる 8. ソニックブーム

4. 真水タンクの水ですすぐ 9. ハザードランプ

5. OFF

decal119-5046

119-5046

1. ヒューズに関する詳しい情報はオペレーターズマニュアルを
参照のこと。

2. フォームマーカ 15 A
3. ブーム上昇10 A
4. 散布システム 15 A
5. ブレーカスイッチ 15 A
6. イグニッション 15 A
7. ヘッドライト 15 A
8. 走行ペダル固定スイッチ10 A

decal119-6035

119-6035

1. エンジン停止 3. エンジン始動

2. エンジンRUN、予熱

decal120-0616

120–0616

1. 警告 ― オペレーターズマニュアルを読むこと応急手当時の
洗浄にはきれいな真水を使用すること。

decal120-0617

120-0617

1. 手を挟まれる危険 蝶番部に手を近づけないこと。

2. ブームが当たると危険 周囲の人を十分に遠ざけること。

decal120-0622

120-0622

1. 警告 オペレーターズマニュアルを読むこと。

2. 警告 タンク内に入らないこと。

3. 劇薬による火傷や吸入による危険 手、皮膚、目、鼻の
保護をおこなうこと。
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decal120-0623

120-0623

1. 牽引部

2. ロープ掛けのポイント

3. 警告オペレーターズマニュアルを読むこと

decal120-0627

120-0627

1. ファンによる切傷や手足の切断の危険可動部に近づかな
いこと 使用時にはすべての安全カバー類を正しく取り付け
ておくこと。

decal120-0624

120-0624

1. 打撲や手足の切断の危険 車両走行中の乗り降り禁止。乗り
降りは必ず完全停止してから。

2. 転落や衝突でけがをする危険 タンクに乗らないこと 乗車
中は車外に手足を出さないこと 助手席側の乗員はてすり
を持つこと。

decal120-0625

120-0625

1. 手を挟まれる恐れあり 手を近づけないこと。

decal120-0619

120-0619

1. 警告 オペレーターズマニュアルを読むこと。 5. 転倒の危険高速移動中は急旋回禁止旋回時は速度を落すこ
と法面を走行するときには十分に注意すること。

2. 警告講習を受けてから運転すること。 6. エンジンの始動方法駐車ブレーキを掛け、イグニッションキーを
差し込んで、始動位置まで回す。

3. 警告 可動部に近づかないこと 全部のガード類を正しく取り
付けて運転すること。

7. エンジンの停止方法ブレーキを踏み、ギアをニュートラルにし、
駐車ブレーキを掛け、ブレーキペダルから足を離し、エンジン
を停止させ、キーを抜き取る。

4. 周囲の人間に打撲や手足切断の危険―乗り込みながらや降り
かけながらエンジンを始動してはならない。必ず運転席に着席
し、駐車ブレーキを掛け、キーを挿入して始動位置に回す。

11
 



組組組みみみ立立立ててて
付付付属属属部部部品品品

すべての部品がそろっているか、下の表で確認してください。

手手手順順順 内内内容容容 数数数量量量 用用用途途途

1 必要なパーツはありません。 – ブーム蝶番スプリングを点検します。

そそそののの他他他ののの付付付属属属品品品

内内内容容容 数数数量量量 用用用途途途

始動キー 2
オペレーターズマニュアル 1
エンジンマニュアル 1
パーツカタログ 1
オペレータのためのトレーニング資料 1

実際に運転を始める前に、マニュアルを読みトレーニング資
料をご覧になってください。

注注注 前後左右は運転位置からみた方向です。

注注注 スプレーコントロールシステムについて分からないことがある場合や、さらに詳しい情報を知りたい場合に
は、システムに付属しているオペレーターズマニュアルをご覧ください。

重重重要要要 こここのののスススプププレレレーーーヤヤヤははは、、、ノノノズズズルルルやややコココンンントトトロロローーーラララををを装装装備備備しししななないいい状状状態態態ででで販販販売売売ささされれれままますすす。。。手手手動動動散散散布布布作作作業業業キキキッッットトト まままたたたははは
ProControl™™™ XPKit ををを取取取りりり付付付けけけててていいいたたただだだくくく必必必要要要がががああありりりままますすす。。。

スススプププレレレーーーヤヤヤはははノノノズズズルルルををを取取取りりり付付付けけけなななけけけれれればばば使使使用用用ででできききままませせせんんん。。。代代代理理理店店店ととと相相相談談談ののの上上上、、、適適適切切切なななキキキッッットトト類類類ををを取取取りりり付付付けけけててて
くくくだだださささいいい。。。

ノノノズズズルルルををを取取取りりり付付付けけけたたたららら、、、実実実際際際ににに初初初めめめててて散散散布布布作作作業業業ををを行行行ううう前前前にににたたただだだしししPro Control™™™XP シシシススステテテムムムををを取取取りりり付付付けけけててていいいるるる
場場場合合合にににはははこここののの作作作業業業ははは不不不要要要ででですすすブブブーーームムムバババイイイパパパススス・・・バババルルルブブブののの調調調整整整ををを行行行ううう必必必要要要がががああありりりままますすすこここれれれはははどどどのののブブブーーームムムををを OFF
にににしししてててももも散散散布布布量量量ががが変変変わわわらららななないいいよよようううにににすすするるるたたためめめののの調調調整整整ででですすす。。。「「「運運運転転転操操操作作作」」」ののの章章章ののの「「「ブブブーーームムムバババイイイパパパスススバババルルルブブブののの基基基
本本本設設設定定定」」」ををを参参参照照照しししてててくくくだだださささいいい。。。
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1
ブブブーーームムム蝶蝶蝶番番番スススプププリリリンンングググををを点点点検検検
すすするるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

重重重要要要 ブブブーーームムム蝶蝶蝶番番番スススプププリリリンンングググののの調調調整整整ををを行行行わわわななないいいままままままででで散散散
布布布シシシススステテテムムムををを使使使用用用すすするるるとととブブブーーームムムアアアセセセンンンブブブリリリををを破破破損損損すすするるる恐恐恐
れれれがががああありりりままますすす。。。スススプププリリリンンングググののの長長長さささををを測測測定定定ししし、、、39.6mm
以以以上上上あああるるる場場場合合合にににはははジジジャャャムムムナナナッッットトトををを締締締めめめてててスススプププリリリンンングググををを縮縮縮
めめめてててくくくだだださささいいい。。。

梱包上の都合により、ブームエクステンションを前に倒
して収納して出荷しています。ブームをこの位置に保
持するために、スプリングの締め付けをゆるくしてあ
ります。マシンをご使用になる前に、スプリングを正
しい圧縮状態に調整してください。

1. 必要であれば、出荷中に左右のエクステンション
を固定していた梱包用部材を取り去る。

2. ブームを散布位置に配置し、その位置で支える。

3. ブームが開いた状態で、ブーム蝶番の部分で上
部スプリングと下部スプリングの圧縮状態の長さ
を測定する(図 1)。
A. 全部のスプリングが、圧縮された状態で

39.6 mm になるように調整する。

B. 長さが 39.6mm以上あるスプリングは、す
べてジャムナットを締めて 39.6mm に調整
する。

g002332

図図図 3

1. ブーム蝶番スプリング 2. ジャムナット

4. 左右両方の蝶番の各スプリングについて上記の
手順を行う。

5. ブームを移動走行位置X字に組んだ状態とする。
ブームの操作 (ページ 24)を参照。

13
 



製製製品品品ののの概概概要要要

g018926

図図図 4

1. 助手席 4. 横転保護バーROPS 7. ポンプ 10. ヘッドライト

2. 真水タンク 5. タンクのふた 8. 燃料タンク

3. 運転席 6. 薬剤タンク 9. バッテリー

g018927

図図図 5

1. 左ブーム 3. 移動走行用ブームクレードル 5. タンクドレン 7. 右ブーム

2. ブームコントロールシリンダ 4. バルブクラスタ 6. 油圧オイルタンク 8. センターブーム
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各各各部部部ののの名名名称称称ととと操操操作作作

g018928

図図図 6

1. ハンドル 4. 助手席用手すり 7. アームレスト

2. 水圧計 5. 物入れ 8. 走行ペダル

3. ダッシュ制御部 6. センターコンソール 9. ブレーキ

制制制御御御装装装置置置

走走走行行行ペペペダダダルルル

走行ペダル (図 7) は、前進と後退のつの働きがありま
す。右足のつま先とかかとで操作し、ペダル前部を踏
み込むと前進後部を踏み込むと後退ですペダルから足
を離せば車両は減速、停止します

重重重要要要 前前前進進進かかかららら後後後退退退、、、後後後退退退かかかららら前前前進進進へへへののの切切切りりり替替替えええははは、、、
必必必ずずず車車車両両両ををを一一一旦旦旦完完完全全全ににに停停停止止止さささせせせててておおおこここなななっっってててくくくだだださささいいい。。。

注注注 ペダルの踏み込みを深くすると速度は大きくなりま
す。最高速度で走行するには、エンジンをフルスロット
ルFAST位置にして走行ペダルを一杯に踏み込みます。

注注注 馬力を最大にしたい時、例えば上り坂や負荷が大き
い時には、エンジンの回転速度が落ちない程度まで
スロットルはもちろんFast位置でペダルの踏み込みを
「軽く」してやります。エンジンの速度が落ちはじめた
ら、ペダルの踏み込みを少しゆるめてやるとエンジンの
速度が回復してきます。

g013753

図図図 7

1. マスターブームスイッチ 4. 走行ペダル

2. 駐車ブレーキペダル 5. イグニッションスイッチと
キー

3. ブレーキペダル
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ブブブレレレーーーキキキペペペダダダルルル

ブレーキペダル図 7は、スプレーヤを減速させたり停止
させるのに使用します。

注注注意意意
ブブブレレレーーーキキキののの整整整備備備ががが適適適切切切ににに行行行わわわれれれててていいいななないいい状状状態態態でででののの
運運運転転転ははは極極極めめめててて危危危険険険でででああありりり重重重大大大ななな事事事故故故のののもももとととででであああるるる。。。

スススプププレレレーーーヤヤヤををを運運運転転転すすするるる時時時ははは事事事前前前ににに必必必ずずずブブブレレレーーーキキキののの
作作作動動動状状状態態態ををを点点点検検検ししし、、、必必必要要要ににに応応応じじじててて調調調整整整ををを行行行うううこここととと。。。

駐駐駐車車車ブブブレレレーーーキキキ

常用ブレーキのペダルの左側にあるペダルで操作し
ます (図 7)。車両から離れる時は、不意に走りださな
いように必ず駐車ブレーキを掛けておいてください。ブ
レーキペダルを十分に踏み込んだ状態で、駐車ブレー
キペダルを踏み込めば駐車ブレーキが掛かります。駐
車ブレーキペダルをもう一度踏み込むと解除されます。
急な斜面に停車する場合には、駐車ブレーキを掛けた
上で、谷側のタイヤに輪止めを掛けてください

始始始動動動スススイイイッッッチチチ

始動スイッチ図 7はエンジンの始動と停止を行うス
イッチで、3つの位置があります OFF, ON/Preheat,
STARTの 3 位置です。

スススロロロッッットトトルルルレレレバババーーー

スロットルレバーは運転席と助手席の間のコントロー
ルパネルにあり図 8、エンジンの速度を制御します。
前に倒すとエンジン回転速度が速くなり 後ろに引くと
遅くなります

走走走行行行ペペペダダダルルル固固固定定定スススイイイッッッチチチ

走行ペダル固定スイッチを操作すると、走行ペダルを
そのときの踏み込み状態にロックします図 8。これによ
り、平らな場所ではペダル操作をしなくとも一定速度で
走行することができます。

ヘヘヘッッッドドドララライイイトトトスススイイイッッッチチチ

ヘッドライトの点灯と消灯を行います 図 8。スイッチを
前に押すと点灯、後ろに押すと消灯です。

g013746

図図図 8

1. センターコンソール 3. スロットルレバー

2. 走行ペダル固定スイッチ 4. ヘッドライトスイッチ

燃燃燃料料料計計計

燃料計は、車体の左側、燃料タンクの上面 (図 9)にあ
り、タンク内部の燃料残量を表示します。

g012959

図図図 9

1. 燃料計 2. 燃料タンクのキャップ
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アアアワワワーーーメメメーーータタタ

アワーメータ(図 10)は、エンジンの積算運転時間を表
示します。このメータは始動スイッチを Run 位置にして
いる時に積算を行います。

g013747

図図図 10

1. アワーメータの位置

スススプププレレレーーーヤヤヤ制制制御御御部部部

g018929

図図図 11

1. オイル圧とバッテリー警告
灯

4. 散布率調整スイッチ

2. 冷却水温度警告灯とグロー
プラグインジケータ

5. オプションのキット用のダッ
シュコントロール

3. 水圧計 6. イグニッションスイッチと
キー

散散散布布布率率率調調調整整整スススイイイッッッチチチ

散布率調整スイッチはダッシュボード上ハンドルの右手
側にあります (図 13)。前に倒して保持すると散布水圧
が上昇し、後ろに倒して保持すると水圧が下がります。

水水水圧圧圧計計計

水圧計 (図 11).はダッシュボードにあります。散布シス
テムの水圧を psi とkPa で表示します。

マママスススタタターーーブブブーーームムムスススイイイッッッチチチ

運転席の床にあり、左足で操作するスイッチです。散
布の開始と停止を行うスイッチです。このスイッチで、
散布動作全体のオンオフ制御を行います(図 12)。

g002200

図図図 12

1. マスターブームスイッチ

ブブブーーームムムスススイイイッッッチチチ

ブームスイッチは運転席右側、コントロールパネルにあ
ります (図 13)。ブームごとにレバーがあり、前を押す
と ON、後ろを押すと OFF となります。ONの時には
そのスイッチのランプが点灯します。マスターブーム
スイッチと連動しており、マスター側がONの時にのみ
散布が可能です。

ポポポンンンプププスススイイイッッッチチチ

運転席右側、コントロールパネルにあります(図 13)。
前に押すとポンプが始動、後ろに押すと停止します。
ONの時にはそのスイッチのランプが点灯します。

重重重要要要 ポポポンンンプププ駆駆駆動動動部部部ををを保保保護護護すすするるるたたためめめににに、、、ポポポンンンプププのののススス
イイイッッッチチチををを入入入れれれるるる時時時にににはははエエエンンンジジジンンンをををロロローーーアアアイイイドドドルルルにににしししてててくくく
だだださささいいい。。。

ブブブーーームムム昇昇昇降降降スススイイイッッッチチチ

ブーム昇降スイッチは運転席右側、コントロールパネ
ルにあり、左右のブームを個別に上昇させるスイッチ
です (図 13)。
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g013754

図図図 13

1. 走行ペダル固定スイッチ 7. ブーム上昇左ブーム用

2. 撹拌 8. ブームスイッチ右ブーム用

3. ポンプ・スイッチ 9. ブームスイッチセンターブー
ム用

4. フォームマーカスイッチオプ
ション左ブーム用

10. ブーム上昇左ブーム用

5. フォームマーカスイッチオプ
ション右ブーム用

11. スロットルレバー

6. ブーム上昇スイッチ右ブー
ム用

撹撹撹拌拌拌スススイイイッッッチチチ

撹拌スイッチ (図 13) は、運転席右側、コントロールパ
ネルにあります。前に倒すと攪拌を開始し、後ろに倒
すと停止します。ONの時にはそのスイッチのランプが
点灯します。攪拌を行うためにはエンジンが作動アイド
ル以上の速度で回転し、さらにポンプが作動している
必要があります。タンク後部に攪拌を調整するバルブ
がついています (図 14)。

g014346

図図図 14

1. 攪拌バルブ 2. ブームバルブ

攪攪攪拌拌拌バババイイイパパパスススバババルルルブブブ

攪拌を停止したときに液をポンプに送り返すためのバル
ブです図 15。攪拌バルブの背後にあります。このバル
ブを調整して攪拌中の圧力を一定にすることができま
す。 運転操作」の章の「攪拌バイパスバルブの基本
設定 (ページ 28)を参照。

g014358

図図図 15

1. 攪拌バイパスバルブ

攪攪攪拌拌拌コココンンントトトロロローーールルルバババルルルブブブ

攪拌コントロール・バルブは手動式のボール・バルブ
で、メイン・タンク内の攪拌ノズルへのフローをコント
ロールします図 16。メイン・タンクの攪拌ノズルの圧力
をさらに調整したい場合に使用します大きな散布量投
下水量で散布する場合に必要となります。
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g018945

図図図 16

1. 攪拌コントロールバルブ開位置

ブブブーーームムムバババルルルブブブ

各ブームをオンオフ制御するバルブです(図 14)。ブー
ムを取り付けていない時や、ブームから散布できない
ようにする時には、バルブについているノブを手で右に
回してバルブを閉じます。

注注注 ブームバルブを手で回すとヒューズが機能しなくな
ることがあります。ブームバルブを手で回したあとは
ヒューズを点検するようにしてください。

プププロロロフフフォォォーーームムムマママーーーカカカーーーオオオプププシシショョョンンンのののスススイイイッッッチチチ取取取りりり付付付けけけ場場場所所所

プロフォームマーカーキットを搭載する場合に、各ス
イッチを取り付ける場所です。各取り付け位置はプラス
チック製の打ち抜きフタでふさいであります。

超超超音音音波波波ソソソニニニッッックククブブブーーームムムオオオプププシシショョョンンン

超音波ソニックブームを搭載する場合には、その制御
スイッチをダッシュボードに取り付けます。各取り付け位
置はプラスチック製の打ち抜きフタでふさいであります。

逆逆逆流流流防防防止止止補補補給給給口口口

タンクの前方にあり、ネジ付きのフィッティングと90度の
鋸歯フィッティングがついており、ここにホースをつない
でタンクの中に水を入れます。この補給口にホースを
つないで水を入れれば、タンク内の薬剤が水道などに
逆流することはありません。

重重重要要要 タタタンンンクククののの中中中ののの液液液剤剤剤ににに届届届くくくよよようううななな長長長いいいホホホーーースススををを取取取りりり
付付付けけけななないいいでででくくくだだださささいいい。。。ホホホーーーススス先先先端端端部部部かかかららら液液液面面面ののの最最最大大大高高高
さささまままでででののの距距距離離離にににつつついいいててて国国国ややや自自自治治治体体体なななどどどののの規規規制制制ががが存存存在在在すすす
るるる場場場合合合にににははは、、、そそそれれれににに従従従っっってててくくくだだださささいいい。。。

g013787

図図図 17

1. 逆流防止補給口 2. タンクのふた

タタタンンンクククのののふふふたたた

タンク上部の中央にあります。開けるには、まずエンジ
ンを停止させ、ふたの前半分を左に回して上に開きま
す。この状態でストレーナを取り外すことができます。
閉める時には、ふたを閉じて右に回します。

仕仕仕様様様
注注注 仕様および設計は予告なく変更される場合があり
ます。

ベース重量 1307 kg

標準スプレーシステム搭載時
重量液剤とオペレータを含まず

1307 kg

標準スプレーシステム搭載時
重量液剤とオペレータを含む

2499 kg

最大車両重量平坦地で 3023 kg

タンク容量 1135.6 リットル

標準散布ブームを字型に組ん
だ状態での全幅

189cm

全長標準スプレーシステムを
含む

3910 mm

全長標準スプレーシステムを
搭載時、ブームをたたんだ状
態での長さ

4420 mm

全高標準スプレーシステムを
含む

1460 mm

全高標準スプレーシステムを
搭載時、たたんだブームの先
端までの高さ

2310 mm

地上高 184 mm

ホイールベース 1980 mm

オオオプププシシショョョンンン機機機器器器

トロ社では別途ご購入搭載可能な各種のオプションア
クセサリを用意しております。現在発売中のオプショ
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ン機器については、弊社正規サービスディーラーへ
お問い合わせください。 運運運転転転操操操作作作

注注注 前後左右は運転位置からみた方向です。

安安安全全全第第第一一一
このマニュアルに記載されている安全上の注意やステッ
カーの表示内容を良く読んでください。この機械につい
てよく知っておくことがあなた自身や周囲の人を事故か
ら守ることにつながります。

初初初めめめててて運運運転転転すすするるる前前前ににに

エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルののの量量量ををを点点点検検検すすするるる
注注注 エンジンオイルを点検する最もよいタイミングは、そ
の日の仕事を始める直前、エンジンがまだ冷えている
うちです。既にエンジンを始動してしまった場合には、
一旦エンジンを停止し、オイルが戻ってくるまで約 10
分間程度待ってください。油量がディップスティックの
ADDマークにある場合は、FULLマークまで補給してく
ださい。入入入れれれすすすぎぎぎななないいいこここととと。。。FULL 位置と ADD 位置の
間であればオイルの補給は不要です。

エンジンにはオイルを入れて出荷していますが、初回
運転の前と後に必ずエンジンオイルの量を確認してく
ださい。

1. 平らな場所に駐車する。

2. 助手席の下にあるディップスティックを抜きウェス
で一度きれいに拭く (図 18)。

注注注 ディップスティックを、チューブの根元までもう
一度しっかりと差し込む。ディップスティックを引き
抜いて油量を点検する。

g002206

図図図 18

1. ディップスティック

3. 油量が少なければバルブカバー図 19の上につい
ている補給口を開け、ディップスティックの Full
マークまでオイルを補給するオイルの種類や粘度
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の選択については エンジンオイルについて (ペー
ジ 36)を参照

注注注 補給するときはディップスティックで確認しな
がら少量ずつ入れる入れすぎないよう注意して
ください

g002207

図図図 19

1. オイル補給口

4. キャップを取り付ける。

5. ディップスティックをしっかり差し込んで終了

タタタイイイヤヤヤ空空空気気気圧圧圧ををを点点点検検検すすするるる

8運転時間ごと又は運転開始前にタイヤ空気圧を点検し
てください適正圧は 124 kPa 18 psi = 1.4 kg/cm2ですタ
イヤの磨耗状態や傷み具合の点検も行ってください。

燃燃燃料料料ををを補補補給給給すすするるる

危危危険険険
燃燃燃料料料ははは非非非常常常ににに引引引火火火爆爆爆発発発しししやややすすすいいい物物物質質質ででであああるるる。。。発発発
火火火しししたたたりりり爆爆爆発発発しししたたたりりりすすするるるととと、、、やややけけけどどどややや火火火災災災なななどどどををを
引引引ききき起起起こここすすす。。。

• 燃燃燃料料料補補補給給給ははは必必必ずずず屋屋屋外外外ででで、、、エエエンンンジジジンンンががが冷冷冷えええたたた状状状
態態態ででで行行行ううう。。。こここぼぼぼれれれたたた燃燃燃料料料はははふふふききき取取取るるる。。。

• 燃燃燃料料料タタタンンンククク一一一杯杯杯ににに入入入れれれななないいいこここととと。。。燃燃燃料料料ををを補補補給給給すすす
るるる時時時ははは、、、タタタンンンククク上上上面面面かかかららら約約約25 mm下下下のののレレレベベベルルルををを
超超超えええててて給給給油油油しししななないいい。。。こここれれれははは、、、温温温度度度ががが上上上昇昇昇しししててて
燃燃燃料料料ははは膨膨膨張張張しししたたたととときききにににあああふふふれれれななないいいよよようううににに空空空間間間ををを
確確確保保保すすするるるたたためめめででであああるるる。。。

• 燃燃燃料料料取取取りりり扱扱扱いいい中中中ははは禁禁禁煙煙煙ををを厳厳厳守守守ししし、、、火火火花花花ややや炎炎炎ををを
絶絶絶対対対ににに近近近づづづけけけななないいい。。。

• 燃燃燃料料料ははは安安安全全全ででで汚汚汚れれれのののななないいい認認認可可可ささされれれたたた容容容器器器ににに入入入
れれれ、、、子子子供供供ののの手手手ののの届届届かかかななないいい場場場所所所ででで保保保管管管すすするるる。。。30
日日日分分分以以以上上上ののの買買買いいい置置置きききははは避避避けけけるるる。。。

危危危険険険
燃燃燃料料料ををを補補補給給給中中中、、、静静静電電電気気気ににによよよるるる火火火花花花がががガガガソソソリリリンンンににに引引引
火火火すすするるる危危危険険険がががあああるるる。。。発発発火火火しししたたたりりり爆爆爆発発発しししたたたりりりすすするるるととと、、、
やややけけけどどどややや火火火災災災なななどどどををを引引引ききき起起起こここすすす。。。

• 燃燃燃料料料容容容器器器ははは車車車かかかららら十十十分分分ににに離離離ししし、、、地地地面面面ににに直直直接接接置置置
いいいててて給給給油油油すすするるる。。。

• 車車車ににに乗乗乗せせせたたたままままままののの容容容器器器ににに燃燃燃料料料ををを補補補給給給しししななないいい。。。
車車車両両両のののカカカーーーペペペッッットトトやややプププラララスススチチチッッッククク製製製ののの床床床材材材なななどどど
ががが絶絶絶縁縁縁体体体とととなななっっっててて静静静電電電気気気ののの逃逃逃げげげ場場場がががなななくくくなななるるる
のののででで危危危険険険ででであああるるる。。。

• 可可可能能能ででであああれれればばば、、、機機機械械械ををを地地地面面面ににに降降降ろろろししし、、、車車車輪輪輪ををを
地地地面面面ににに接接接触触触さささせせせたたた状状状態態態ででで給給給油油油ををを行行行ううう。。。

• 機機機械械械ををを車車車ににに搭搭搭載載載しししたたたままままままででで給給給油油油ををを行行行わわわなななけけけれれればばば
いいいけけけななないいい場場場合合合にににははは大大大型型型タタタンンンクククのののノノノズズズルルルかかからららでででななな
くくく、、、小小小型型型ののの容容容器器器かかかららら給給給油油油すすするるる。。。

• 大大大型型型タタタンンンクククのののノノノズズズルルルかかかららら直直直接接接給給給油油油しししなななけけけれれればばばななな
らららななないいい場場場合合合にににははは、、、ノノノズズズルルルををを燃燃燃料料料タタタンンンクククののの口口口ににに常常常
時時時接接接触触触さささせせせたたた状状状態態態ででで給給給油油油ををを行行行ううう。。。

重重重要要要 使使使用用用すすするるる燃燃燃料料料ははは自自自動動動車車車用用用号号号まままたたたははは号号号軽軽軽油油油セセセタタタ
ンンン値値値40以以以上上上ででですすす。。。

注注注 高地や外気温の低い地域では、セタン値の高い燃
料を使用する必要がある場合があります。

バババイイイオオオデデディィィーーーゼゼゼルルル燃燃燃料料料ののの使使使用用用にににつつついいいててて

このマシンは、バイオディーゼル混合燃料の使用が可
能であり、B20クラスバイオディーゼル20 軽油80 まで
の製品に対応しています。ただし、混合されている軽
油のイオウ含有量は低レベルまたは極低レベルである
必要があります。以下の注意を守ってお使いください。

• バイオディーゼル成分がASTM D6751 または
EN 14214規格に適合していること。

• 軽油成分がASTM D975またはEN 590規格に適合
していること。

• バイオディーゼル混合燃料を使った場合、塗装部
が劣化する可能性があります。

• 気温の低い場所でバイオディーゼル燃料を使う場合
には、B5バイオディーゼル成分が5 またはそれ以
下の製品をお使いください。

• 燃料と直接接触する部材、すなわちシール、ホー
ス、ガスケットなどの経時劣化が早まる可能性があ
りますから、適切に点検してください。

• バイオディーゼル混合燃料に切り替えてからしば
らくの間は燃料フィルタが目詰まりを起こす可能性
があります。

• バイオディーゼルについて更に詳しい情報は、代理
店にお問い合わせください。

燃燃燃料料料ををを補補補給給給すすするるる

燃料タンク容量は約 40 リットルです。

注注注 燃料タンクのに燃料計がついていますので、時々
残量を点検してください。
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1. 平らな場所に駐車する。

2. 駐車ブレーキを掛け、ポンプを停止、エンジン
を停止してキーを抜き取り、エンジンが冷える
のを待つ。

3. 燃料タンクのキャップ図 20の周囲をきれいに拭
く。

g012959

図図図 20

1. 燃料計 2. 燃料タンクのキャップ

4. 燃料タンクのキャップを取る。

5. タンクの天井給油口の根元から約25 mm下ま
で燃料を入れる。

注注注 これは、温度が上昇して燃料は膨張したとき
にあふれないように空間を確保するためである。
燃燃燃料料料ををを入入入れれれすすすぎぎぎななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

6. 燃料タンクのキャップをしっかりとはめる。

7. こぼれた燃料はふき取る。

始始始動動動前前前ののの点点点検検検ををを行行行ううう
毎日、作業前に以下の項目を点検してください。

• タイヤ空気圧。

注注注 タイヤ空気圧は、普通の自動車より低く設定
されていますこれは踏圧を減らし芝生の損傷を防
止するためです。

• 燃料、オイルなどの量を点検し、不足していれば
適正品を適正量まで補給する。

• ブレーキペダルの作動状態を点検する。

• ヘッドライトが正常に作動することを確認する。

• エンジンを掛けない状態で、オイル漏れや各部の
ゆるみその他の異常がないか点検する。

上記のうち一つでも異常があれば、作業に出発する
前に整備士や上司にその旨を伝えてください。現場
により、上記以外の項目の点検を指示されることも
あります。

スススプププレレレーーーヤヤヤををを運運運転転転すすするるる

エエエンンンジジジンンンののの始始始動動動手手手順順順
1. 運転席に着席し、走行ペダルから足を離す。

2. 駐車ブレーキが掛かっていることを確認する 走行
ペダルがニュートラル位置 スロットルが SLOW位
置にあることを確認する

3. キーを ONPreheat 位置に回す。

注注注 タイマにより約秒間の予熱が自動的に行わ
れる。

4. 予熱終了後キーを START 位置に回せばエンジ
ンは始動する

5. 15秒間以上のクランキングはさける

6. 始動したらキーから手を放す

7. 予熱をやり直すときは OFF 位置からやり直す

注注注 その後、必要に応じて上記の手順を繰り返
す。

8. アイドル位置か中間位置でエンジンのウォーム
アップを行う

運運運転転転操操操作作作
1. 走行ペダルを前進方向または後退方向に踏み

込む。

重重重要要要 前前前進進進かかかららら後後後退退退、、、後後後退退退かかかららら前前前進進進ののの切切切りりり替替替えええ
ははは、、、必必必ずずず車車車両両両ををを一一一旦旦旦完完完全全全ににに停停停止止止さささせせせててておおおこここなななっっっ
てててくくくだだださささいいい。。。

2. 走行ペダルから足を離すと車両はゆっくり停止
する。

3. 急いで停止する時にはブレーキペダルを踏み込
む。

注注注 車両の重量により停止速度が変わりますから
注意してください。

走走走行行行ペペペダダダルルル固固固定定定スススイイイッッッチチチののの設設設定定定

注注注意意意
走走走行行行ペペペダダダルルルかかかららら足足足ををを離離離しししたたたままままままででで走走走行行行ペペペダダダルルル固固固
定定定スススイイイッッッチチチのののスススイイイッッッチチチををを OFF にににすすするるるととと、、、車車車両両両ががが
急急急停停停止止止ししし、、、自自自身身身ややや周周周囲囲囲ののの人人人ににに怪怪怪我我我をををさささせせせるるる可可可能能能
性性性がががあああるるる。。。

走走走行行行ペペペダダダルルル固固固定定定スススイイイッッッチチチのののスススイイイッッッチチチををを OFF にににすすするるる
時時時ははは必必必ずずず走走走行行行ペペペダダダルルルににに足足足をををのののせせせててておおおくくくこここととと。。。

1. 前進走行で希望のスピードまで速度を上げる走
行方法はこのページ左欄を参照。

2. 走行ペダル固定スイッチの上部を押す。
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注注注 スイッチのランプが点灯します。

3. 走行ペダルから足を離す。

注注注 車両は設定された速度で走行を続けます。

4. 走行ペダル固定スイッチを解除するには、走行
ペダルに足を乗せて走行ペダル固定スイッチを
OFF にするスイッチの下側を押すか、ブレーキ
を踏むかします。

注注注 スイッチのランプが消え、走行ペダルによる走
行に復帰します。

エエエンンンジジジンンンののの停停停止止止手手手順順順
1. 全部のコントロールをニュートラルに戻す。

2. ブレーキを踏み込む。

3. 駐車ブレーキを掛ける。

4. スロットルレバーをアイドル位置に戻す。

5. キーを OFF 位置に回す。

6. 事故防止のため、キーは抜き取る。

新新新車車車ののの慣慣慣らららししし運運運転転転
機械の性能を十二分に発揮させ、末永くお使いいた
だくために、使用開始後の 100 運転時は以下の注意
を守って運転してください

• エンジンオイルなどの液量点検を定期的に行い、
オーバーヒートなどの兆候がないか日常的に注意
を払う。

• タンクに液を入れた状態ではタンク固定ベルトが
遊んでいないことを確認する。必要に応じて締め
付けを行う。

• エンジンが冷えている時には、始動後15秒間程度
のウォームアップを行う。

• 最初の数時間は急ブレーキを掛けないように注意
する。ブレーキのライニングは数時間程度の慣ら
しがけが必要である。

• エンジンの空ふかしをしない。

• 初期整備については「保守」の章を参照する。

薬薬薬剤剤剤散散散布布布
マルチプロスプレーヤの運転は、薬剤を作る、現場に
散布する、タンク内部を洗浄する、というつの作業から
成り立っており、このつの作業を必ず連続して行って
いただくことがスプレーヤの故障防止上非常に重要で
す。つまり、前夜に薬液を作って翌日に散布するという
ようなことをしてはいけません。このようなことをする
と、薬液が分離分解するなどして効果が上がらない、
散布装置を損傷するなどの恐れがでてきます。

注注注意意意
農農農薬薬薬ははは人人人体体体ににに危危危険険険ををを及及及ぼぼぼすすす恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

• 農農農薬薬薬ををを使使使ううう前前前ににに、、、農農農薬薬薬容容容器器器ににに貼貼貼っっってててあああるるるラララベベベ
ルルルをををよよよくくく読読読みみみ、、、メメメーーーカカカーーーののの指指指示示示ををを全全全ててて守守守っっっててて
使使使用用用すすするるる。。。

• スススプププレレレーーーををを皮皮皮膚膚膚ににに付付付けけけななないいい。。。万万万一一一付付付着着着しししたたた場場場
合合合にににははは真真真水水水ととと洗洗洗剤剤剤ででで十十十分分分ににに洗洗洗いいい落落落とととすすす。。。

• 作作作業業業にににあああたたたっっってててははは保保保護護護ゴゴゴーーーグググルルルなななどどど、、、メメメーーーカカカーーー
ががが指指指定定定すすするるる安安安全全全対対対策策策ををを必必必ずずず実実実行行行すすするるる。。。

マルチプロスプレーヤは耐久性が高く長い間お使い頂
ける散布車として製造されています。装置の性能と
耐久性を確保するために、それぞれの個所に応じて
色々な種類の素材を使用しております。残念ながら、
散布装置の使用目的すべてに完璧に合った材料とい
うものは存在しません。

散布する薬剤によっては、その化学的特性のために
装置を劣化させやすいものがあり、また、薬品同士が
様々な物質と化学作用を起こします。薬剤のタイプ水
和剤やチャコールなどによっては、他の薬品よりも装
置を磨耗させやすいものがあります。もし、侵食や
磨耗を引き起こしにくい種類や形態の薬剤を使うこと
が可能な場合は、そのような薬剤をお使いくださるよ
うにお願いいたします。

また、散布作業後は、必ず装置全体を十分に洗浄して
ください。作業後の洗浄を確実に行うことにより、寿命
を延ばし、トラブルのない作業を続けることができます。

注注注 スプレーコントロールシステムについて分からないこ
とがある場合や、さらに詳しい情報を知りたい場合に
は、システムに付属しているオペレーターズマニュア
ルをご覧ください。

真真真水水水タタタンンンクククににに水水水ををを入入入れれれるるる
薬剤タンクに薬液を作る前に、必ず真水を用意してく
ださい。

真水タンクは助手席後ろの ROPSにあります図 21。
誤って薬液を目や皮膚に付けてしまったときに直ちに洗
い流し行うことができます。

タンクに水を入れるには、タンク上面にあるキャップを
はずします。真水を入れたらキャップを取り付けてく
ださい。
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コックのレバーをひねれば水が出ます。

g013788

図図図 21

1. 真水タンク 3. コック

2. 補給口キャップ

タタタンンンクククににに液液液剤剤剤ををを作作作るるる
重重重要要要 使使使用用用すすするるる薬薬薬剤剤剤がががヴヴヴィィィトトトンンンVitonととと共共共用用用可可可能能能ななな製製製品品品
ででであああるるるここことととををを確確確認認認しししてててくくくだだださささいいい。。。共共共用用用ででできききななないいい場場場合合合にににははは
薬薬薬剤剤剤ラララベベベルルルにににそそそののの旨旨旨ののの記記記述述述がががああありりりままますすす。。。ヴヴヴィィィトトトンンンととと共共共
用用用ででできききななないいい薬薬薬剤剤剤ははは、、、本本本機機機のののOリリリンンングググををを劣劣劣化化化さささせせせ、、、薬薬薬液液液
洩洩洩れれれををを起起起こここしししままますすす。。。

重重重要要要 タタタンンンクククにににつつついいいててていいいるるる水水水量量量マママーーークククはははおおおおおおよよよそそそののの目目目
安安安にににすすすぎぎぎずずず、、、正正正確確確ななな水水水量量量調調調整整整ににに使使使用用用すすするるるここことととはははでででききき
ままませせせんんん。。。

重重重要要要 タタタンンンクククににに初初初めめめててて水水水ををを入入入れれれたたた時時時ははは、、、そそそののの状状状態態態でででははは
タタタンンンククク固固固定定定ベベベルルルトトトががが遊遊遊んんんでででいいいななないいいここことととををを確確確認認認しししてててくくくだだださささ
いいい。。。必必必要要要ににに応応応じじじててて締締締めめめ付付付けけけををを行行行っっってててくくくだだださささいいい。。。

1. 平らな場所に停車し、エンジンを停止させ、駐
車ブレーキを掛ける。

2. 薬剤ラベルをよく読み、散布液の作成に必要な
水量を把握する。

3. タンクのふたを開ける。

タンク上部の中央にあります。開けるには、ふた
の前半分を左に回して上に開きます。この状態で
ストレーナを取り外すことができます。閉める時に
は、ふたを閉じてから前半分を右に回します。

4. 逆流防止補給口にホースをつなぎ、必要水量の
約 ¾ の水をタンクに入れる。

重重重要要要 タタタンンンクククにににははは必必必ずずずきききれれれいいいななな真真真水水水ををを先先先ににに入入入れれれててて
くくくだだださささいいい。。。空空空のののタタタンンンクククににに薬薬薬剤剤剤ののの原原原液液液ををを直直直接接接入入入れれれ
ななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

5. エンジンを始動し、ポンプスイッチを ON 位置に
セットし、スロットルレバーを高速側に動かす。

6. 撹拌スイッチを ON 位置にする。

重重重要要要 トトトロロロのののスススプププレレレーーーシシシススステテテムムムででで水水水和和和剤剤剤ををを使使使用用用すすす
るるる場場場合合合にににははは、、、バババケケケツツツなななどどどででで一一一度度度泥泥泥状状状ににに溶溶溶いいいてててかかか

らららタタタンンンクククににに投投投入入入しししてててくくくだだださささいいい。。。こここののの作作作業業業ををを行行行わわわななないいい
ととと、、、タタタンンンクククののの底底底ににに水水水和和和剤剤剤ががが沈沈沈着着着ししし、、、撹撹撹拌拌拌ささされれれなななくくく
なななっっったたたりりり、、、フフフィィィルルルタタタををを詰詰詰まままらららせせせたたたりりりととといいいっっったたたトトトラララブブブ
ルルルががが発発発生生生すすするるる恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

トトトロロロ社社社ででではははこここののの散散散布布布装装装置置置用用用ににに認認認証証証ささされれれててていいいるるるエエエダダダ
クククタタタ・・・キキキッッットトトののの使使使用用用をををおおお奨奨奨めめめしししててていいいままますすす。。。詳詳詳細細細にににつつつ
いいいてててははは弊弊弊社社社代代代理理理店店店にににおおおたたたずずずねねねくくくだだださささいいい。。。

7. 薬剤ラベルに記載されている通りの適正量の薬
剤原液をタンクに入れる。

8. 所定量の水をタンクに補給する。

ブブブーーームムムののの操操操作作作
スプレーヤのコントロールパネルにあるブーム昇降ス
イッチを使うと、運転席に座ったままで各ブームの昇降
操作散布位置と移動走行位置の切り替えができます。
この昇降操作は、車両を停止させて行ってください。

ブーム位置を変更するには

1. 平らな場所に停止する。

2. ブーム昇降スイッチを使ってブームを下げる。各
ブームが完全に散布位置に降りるまで待つ。

3. ブームを上昇させる必要が出てきたら、まず平
らな場所に停車する。

4. ブーム昇降スイッチを使ってブームを上げる。各
ブームが完全に上昇して移動走行用クレードルに
収まり、シリンダが完全に縮んでブームがX字型
にたたまれるまで待つ。

重重重要要要 ブブブーーームムムアアアクククチチチュュュエエエーーータタタシシシリリリンンンダダダののの破破破損損損ををを防防防止止止すすするるる
たたためめめににに、、、移移移動動動走走走行行行ををを開開開始始始すすするるる前前前ににに、、、各各各アアアクククチチチュュュエエエーーー
タタタががが完完完全全全ににに引引引ききき込込込まままれれれたたた状状状態態態ににになななっっっててていいいるるるのののををを確確確認認認
しししてててくくくだだださささいいい。。。

重重重要要要 希希希望望望すすするるる位位位置置置にににブブブーーームムムがががきききたたたらららアアアクククチチチュュュエエエーーータタタののの
スススイイイッッッチチチかかかららら手手手ををを離離離しししてててくくくだだださささいいい。。。アアアクククチチチュュュエエエーーータタタがががススス
トトトッッッパパパににに当当当たたたっっっててていいいるるるのののにににスススイイイッッッチチチををを押押押ししし続続続けけけるるるととと、、、油油油
圧圧圧シシシリリリンンンダダダなななどどどががが破破破損損損しししたたたりりりすすするるる可可可能能能性性性がががああありりりままますすす。。。

移移移動動動走走走行行行用用用ブブブーーームムムクククレレレーーードドドルルルののの使使使いいい方方方
このスプレーヤは、ユニークな特長を持つ移動走行用
ブームクレードルを装備しています。移動走行中、低く
垂れた木の枝などの障害物にブームが当たると、ブー
ムはクレードルからおしだされて外れます。クレードル
から外れたブームは、車両後部でほぼ水平状態に
なって止まります。この状態でブームが破損すること
はありませんが、クレードルから外れたら、直ちに元
のように戻してください。

重重重要要要 移移移動動動走走走行行行ををを行行行ううう場場場合合合ははは必必必ずずずブブブーーームムムをををX字字字型型型ににに組組組
んんんでででクククレレレーーードドドルルルにににセセセッッットトトしししてててくくくだだださささいいい。。。こここれれれ以以以外外外ののの位位位置置置ででで
はははブブブーーームムムががが破破破損損損すすするるる恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

ブームをクレードルに戻すには、ブームを一旦散布位
置まで下げ、そこから再び移動走行位置に戻してくだ
さい。保管中にアクチュエータのロッドが破損するの
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を防止するため、ブームシリンダが完全に縮んだのを
確認する。

散散散布布布
重重重要要要 タタタンンンククク内内内部部部ののの薬薬薬剤剤剤ののの分分分散散散溶溶溶解解解ををを常常常ににに確確確実実実ににに維維維持持持
すすするるるたたためめめににに、、、タタタンンンククク内内内部部部ににに薬薬薬液液液がががあああるるる間間間ははは常常常時時時攪攪攪拌拌拌ををを
行行行っっってててくくくだだださささいいい。。。攪攪攪拌拌拌ををを行行行うううたたためめめにににはははエエエンンンジジジンンンががが作作作動動動
アアアイイイドドドルルル以以以上上上ののの速速速度度度ででで回回回転転転ししし、、、さささらららにににポポポンンンプププががが作作作動動動ししし
ててていいいるるる必必必要要要がががああありりりままますすす。。。

注注注 以下の手順はポンプが ON 状態であることを前提と
しています タンクに液剤を作る (ページ 24)を参照。

1. マスターブームスイッチを OFF にセットする。

2. 希望する散布に合わせてスロットル位置を調整
する。

3. 現場へ移動する。

4. 各ブームを開く。

5. 各ブームのスイッチを ON 位置にする。

6. 散布率スイッチで所望の水圧に合わせる。水圧
は本体に付属の資料、ノズル選定ガイドを参照。

7. 走行を開始し、所定速度に達したらマスターブー
ムスイッチを ON にする。

注注注 タンク内の液量が減ってくると、液剤によって
は泡の発生が問題になることがあります。そのよ
うな場合には攪拌を中止してください。消泡剤を
利用してもよいでしょう。

8. 散布が終了したら、マスターブームスイッチを
OFF とし、次にポンプスイッチを OFF にする。

注注注 ブームを移動走行位置にセットしてラッチを掛
け、管理棟に戻って洗浄を行います。

重重重要要要 現現現場場場かかかららら現現現場場場へへへ移移移動動動すすするるるとととききき、、、現現現場場場かかかららら整整整
備備備場場場へへへ帰帰帰るるるととときききなななどどどははは、、、必必必ずずずブブブーーームムムををを折折折りりり畳畳畳みみみ、、、
各各各ブブブーーームムムががが完完完全全全ににに上上上昇昇昇しししててて移移移動動動走走走行行行用用用クククレレレーーードドドルルル
ににに収収収まままりりり、、、シシシリリリンンンダダダががが完完完全全全ににに縮縮縮んんんでででブブブーーームムムがががX字字字
型型型にににたたたたたたまままれれれててていいいるるるのののををを確確確認認認すすするるる。。。

停停停止止止モモモーーードドドででで作作作業業業中中中にににタタターーーフフフ
ををを傷傷傷つつつけけけななないいいたたためめめににに
重重重要要要 スススプププレレレーーーヤヤヤををを停停停止止止さささせせせたたた状状状態態態ででで作作作業業業中中中ににに、、、エエエンンンジジジ
ンンンやややラララジジジエエエタタターーー、、、マママフフフラララーーーなななどどどかかからららののの熱熱熱ががが原原原因因因でででタタターーーフフフ
ををを傷傷傷めめめてててしししまままううう可可可能能能性性性がががああありりりままますすす。。。停停停止止止モモモーーードドドとととははは、、、走走走
行行行しししななないいいででで撹撹撹拌拌拌だだだけけけををを行行行ううう、、、ハハハンンンドドドガガガンンンででで手手手撒撒撒きききすすするるる、、、
歩歩歩行行行型型型ブブブーーームムムででで手手手撒撒撒きききすすするるるなななどどどををを言言言いいいままますすす。。。

以下の注意を守ってください

• 酷暑の時期や極めて乾燥している時期にはターフ
が大きなストレスを受けているので、ターフ上に停
止して散布するのは避避避けけけるるる。

• 停止モードで作業する時には、タタターーーフフフののの上上上ににに停停停止止止
しししななないいいようにする。可能な限り、カートパスなどに
停車する。

• ターフ上に停車する時は、停停停車車車時時時間間間をををででできききるるるだだだけけけ短短短
くくくする。ターフへの害は温度と時間の両方が影響
することを忘れないようにする。

• エンジンの回回回転転転速速速度度度をををででできききるるるだだだけけけ下下下げげげ、必要最小
限の水圧と水量で作業する。これにより、発熱をで
きるだけ小さくし、また冷却ファンからの熱風をゆる
やかにすることができる。

• 停止モードで作業するときには、エンジンの熱熱熱がががででで
きききるるるだだだけけけ上上上ににに逃逃逃げげげるるるよよようううににに運転席を倒し車体上部に
通風領域を確保する。

散散散布布布作作作業業業のののヒヒヒンンントトト
• 二重散布にならないように注意して運転する。

• ノズルの詰まりに注意する。詰まっていたり、損傷
したノズルはすべて交換する。

• 停止操作は、まずマスターブームスイッチでスプ
レーを停止し、その後に走行を停止する。停止し
たらニュートラルエンジン速度コントロールを使っ
て撹拌を続ける。

• 散布の開始操作は車両が走行中に行う方が良い。

作作作業業業中中中にににノノノズズズルルルががが詰詰詰まままっっったたたららら
作業中に詰まりを起こしたノズルは、水を吹き付けたり
歯ブラシなどを使って詰まりを取り除くことができます。

1. 平らな場所に停車し、エンジンを停止させ、駐
車ブレーキを掛ける。

2. マスターブームスイッチを OFF とし、ついでポン
プスイッチを OFF にする。

3. 詰まっているノズルを外し、水を吹き付けたり歯
ブラシなどを使って清掃する。

ノノノズズズルルルののの選選選択択択
ノズルタレットには3つのノズルを取り付けておくことが
できます。必要に応じて使うノズルを選択できます

1. 平らな場所に停車し、エンジンを停止させ、駐
車ブレーキを掛ける。

2. マスターブームスイッチを OFF とし、ポンプス
イッチを OFF にする。

3. タレットを回転させて希望のノズルにセットする。
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作作作業業業後後後ののの洗洗洗浄浄浄
重重重要要要 作作作業業業ががが終終終了了了しししたたたららら毎毎毎回回回すすすぐぐぐにににスススプププレレレーーーヤヤヤををを洗洗洗浄浄浄ししし
てててくくくだだださささいいい。。。こここれれれををを怠怠怠るるるととと、、、内内内部部部ににに残残残留留留しししててていいいるるる薬薬薬剤剤剤
ががが固固固まままっっってててララライイインンンののの詰詰詰まままりりりやややポポポンンンプププののの異異異常常常ののの原原原因因因ととと
なななりりりままますすす。。。

トロ社ではこの散布装置用に認証されているすすぎキッ
トの使用をお奨めしています。詳細については弊社代
理店におたずねください。

散布システムは 一一一回回回使使使用用用すすするるるごごごとととににに 洗浄してくださ
い。スプレーシステムの正しい洗浄方法

• すすぎ洗いを3回別々に行う。

• 薬剤メーカーが指示をしている場合には、その指示
に従ってクリーナや中和剤を使用する。

• 最最最後後後ののの すすぎ洗いは、純粋な真水クリーナや中
和剤を使用しないを使って行う。

1. 車両を停止させ、駐車ブレーキを掛け、エンジ
ンを止める。

2. タンクのドレンバルブは車両の後部にある図 22。

注注注 バルブは車両の後部近くにあり、ブラケットに
ついている。

g018930

図図図 22

1. タンクドレンハンドル

タンクドレンハンドルを操作して残っている薬液を
全部排出し、地域の法律や規則、メーカーの指
示に従って適切に処分する (図 23)。排出が済ん
だら、ブラケットについているリンチピンを外してド
レンバルブを取り外して地面に置く。これにより、
配管内部に残っている薬剤も完全に排出される。

g018933

図図図 23

1. バルブ開く 3. バルブ閉じる

2. リンチピン

3. 排出が完全に終了したら、ドレンバルブをフレー
ムに取り付けてリンチピンで元通りに固定し、
バルブを閉じる図 23。

4. タンクに少なくとも 190 リットルの水を入れてふ
たを閉める。

注注注 必要に応じて洗浄剤や中和剤を使用してくだ
さい。ただし、最後のすすぎには真水で行って
ください。

5. 各ブームを開いて散布状態にセットする。

6. エンジンを始動し、スロットルを高速にセットする。

7. 撹拌スイッチが ON 位置にセットされていること
を確認する。

8. ポンプのスイッチを ON にし、散布率スイッチ
で水圧を上げる。

9. マスターブームスイッチと個別ブームスイッチを
ON にする。

10. タンク内部の水が全部ノズルから放出されるまで
その場で散布を行う。

11. その間に、ノズルの散布パターンを点検する。

12. 散布が終了したら、マスターブームレバーを OFF
とし、ポンプスイッチを OFF とし、エンジンを停
止させる。

13. 上記4から12までの作業を少なくともあと 2 回繰り
返して、システム内部を完全に洗浄する。

重重重要要要 スススプププレレレーーーヤヤヤののの内内内部部部ををを完完完全全全ににに洗洗洗浄浄浄すすするるるたたためめめ
ににに、、、こここののの洗洗洗浄浄浄ははは必必必ずずず回回回行行行っっってててくくくだだださささいいい。。。
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14. ストレーナを洗浄する 取水部ストレーナの清掃
(ページ 53)を参照。

重重重要要要 水水水和和和剤剤剤ををを使使使用用用しししててていいいるるるととときききははは、、、タタタンンンクククににに液液液剤剤剤
ををを準準準備備備すすするるるごごごとととにににススストトトレレレーーーナナナををを洗洗洗浄浄浄しししてててくくくだだださささいいい。。。

15. ホースと水とでスプレーヤの外側を洗浄する。

16. ノズルを外して手で洗浄する。磨耗したり破損し
たりしているノズルは交換する。

ブブブーーームムムバババイイイパパパスススバババルルルブブブののの基基基本本本
設設設定定定
重重重要要要 プププロロロコココンンントトトロロローーールルルPro Control™シシシススステテテムムムをををおおお使使使
いいいののの場場場合合合にににははは、、、個個個別別別ブブブーーームムムバババイイイパパパスススバババルルルブブブををを全全全ててて閉閉閉
鎖鎖鎖すすするるる必必必要要要がががああありりりままますすす。。。以以以下下下ににに解解解説説説すすするるる手手手順順順ははは、、、プププ
ロロロコココンンントトトロロローーールルル・・・シシシススステテテムムムをををおおお使使使いいいでででななないいい場場場合合合ににに行行行っっっててて
いいいたたただだだくくく作作作業業業ででですすす。。。

スプレーヤを始めて使用する前やノズルを交換した後
には、ブームバイパスバルブの調整を行う必要があり
ますこれはどのブームを OFF にしても散布量が変わ
らないようにするための調整です。

注注注 ノズルを変更した時には必ずこのブームバイパスバ
ルブの調整を行う必要があります。

重重重要要要 プププロロロコココンンントトトロロローーールルルPro Control™シシシススステテテムムムををを搭搭搭載載載ししし
ててていいいるるるマママシシシンンンののの場場場合合合にににははは、、、以以以下下下のののバババルルルブブブ調調調整整整ははは不不不要要要
ででですすすのののででで無無無視視視ししし、、、代代代わわわりりりににに以以以下下下ののの操操操作作作ををを行行行っっってててくくくだだださささ
いいいPro Control™シシシススステテテムムムををを使使使用用用すすするるるマママシシシンンンででではははバババイイイパパパ
スススバババルルルブブブををを使使使用用用しししままませせせんんんのののででで、、、バババイイイパパパスススバババルルルブブブにににつつついいい
ててていいいるるる赤赤赤いいいノノノブブブををを右右右ににに回回回しししてててバババルルルブブブををを閉閉閉じじじてててくくくだだださささいいい。。。ノノノ
ブブブををを回回回すすす手手手ににに軽軽軽いいい抵抵抵抗抗抗ががが感感感じじじららられれれたたたららら、、、バババルルルブブブははは閉閉閉
じじじててていいいままますすす。。。あああまままりりり強強強いいい力力力でででバババルルルブブブのののノノノブブブををを回回回すすすとととバババ
ルルルブブブががが破破破損損損しししままますすすかかかららら注注注意意意しししてててくくくだだださささいいい。。。バババルルルブブブををを閉閉閉
じじじるるるたたためめめにににははは、、、ノノノブブブををを 3-4 回回回転転転360° = 1 回回回転転転さささせせせるるる必必必
要要要がががああありりりままますすす。。。バババルルルブブブののの付付付いいいててていいいるるる数数数字字字ははは単単単なななるるる目目目
安安安にににすすすぎぎぎままませせせんんんノノノブブブををを「「「0」」」目目目盛盛盛りりりににに合合合わわわせせせてててもももバババルルル
ブブブががが閉閉閉じじじててていいいななないいい場場場合合合がががああありりりままますすす。。。プププロロロコココンンントトトロロローーールルル
Pro Control™シシシススステテテムムムををを使使使用用用すすするるる場場場合合合にににははは、、、バババイイイパパパ
スススバババルルルブブブははは閉閉閉じじじるるるだだだけけけでででよよよくくく、、、そそそののの後後後ののの調調調整整整ははは不不不要要要ででで
すすす。。。手手手動動動ででで散散散布布布ををを行行行うううPro Control™ シシシススステテテムムムををを使使使わわわ
ずずずににに散散散布布布ををを行行行ううう場場場合合合にににははは、、、実実実際際際にににマママシシシンンンををを使使使用用用すすするるる前前前
ににに、、、ブブブーーームムムバババイイイパパパスススバババルルルブブブののの調調調整整整ををを行行行ううう必必必要要要がががああありりりままま
すすすのののででで、、、そそそののの説説説明明明をををごごご覧覧覧くくくだだださささいいい。。。

1. この作業は平坦な広い場所で行ってください。

2. メインタンクに水を一杯に入れる。

3. ブームを搭載している場合にはブームを下げる。

4. 駐車ブレーキを掛け、エンジンを始動させる。

5. ブームスイッチ 3 つ全部とマスタースイッチを
ON にする。

6. 散布率調整スイッチを操作して、水圧計の読み
が現在使用しているノズルの標準水圧になるよう
に調整する276 kPa = 2.8 kg/cm2 で使用するノ
ズルが多い。

7. 水圧計の読みを確認記録する。

8. ブームスイッチを使って、ブームのひとつをOFF
にする。

9. OFF にしたブームのブームコントロールバルブの
裏側についているバイパスバルブ図 24を使っ
て、上記手順7で設定した水圧と同じ水圧に調
整する。

g012935

図図図 24

1. ブームバイパスバルブ

10. 調整ができたら、このブームをONOFF させて水
圧が変化しないことを確認する。

11. 他のブームについても、上記手順911を行う。

12. 車両を実際に運転し、各ブームの ON/OFF 操
作を行ってみる。

注注注 水圧がほぼ一定に保持されていることを確
認する。
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運運運転転転操操操作作作」」」ののの章章章ののの「「「攪攪攪拌拌拌バババ
イイイパパパスススバババルルルブブブののの基基基本本本設設設定定定
整整整備備備間間間隔隔隔: 1年ごと—攪拌バイパスバルブの基本設定

重重重要要要 Pro Control™™™ XP シシシススステテテムムムををを搭搭搭載載載しししててていいいるるる場場場合合合
にににははは、、、XPシシシススステテテムムムののの電電電源源源ををを OFF にににしししてててかかかららら設設設定定定しししままま
すすす。。。以以以下下下ののの手手手順順順ははは、、、必必必ずずずコココンンントトトロロローーーラララののの電電電源源源ををを切切切っっっ
たたた状状状態態態ででで行行行っっってててくくくだだださささいいい。。。

1. この作業は平坦な広い場所で行ってください。

2. メインタンクに水を一杯に入れる。

3. 攪拌コントロールバルブが開いていることを確認
する。何らかの調整が行われて全開になってい
ない場合には、ここで全開にする。

4. 駐車ブレーキを掛け、エンジンを始動させる。

5. スロットルレバーをFAST位置にセットする。

6. ポンプスイッチと攪拌スイッチを ON位置にする。

7. 散布率調整スイッチを使って、水圧設定を行い、
水圧計の読みを 689 kPa7 kg/cm2にする。

8. 攪拌スイッチを OFF 位置にして水圧計の読み
を見る。

• 水圧計の読みが変化していなければ、攪拌
バルブの基本設定は適切である。

• 水圧計の読みが 689 kPa7 kg/cm2でなけれ
ば、以下の設定手順を行う。

9. 攪拌バルブの背面についている攪拌バイパスバ
ルブ図 25を使って、水圧計の読みが 689 kPa7
kg/cm2になるように調整する。

g014358

図図図 25

1. 攪拌バイパスバルブ

10. ポンプスイッチを OFF 位置に戻す。スロットル
レバーをアイドル位置に戻し、イグニッションを
OFF にする。

ポポポンンンプププ
タンクの後方に近い左側にあります (図 26)。

g018934

図図図 26

1. ポンプ 2. グリスフィッティング

緊緊緊急急急時時時ののの牽牽牽引引引移移移動動動
故障時には、バイパスバルブを開けば、短距離に限っ
て押して又は引いて移動することが可能です。ただし、
通常の移動にはこの方法を使わないでください。

警警警告告告
牽牽牽引引引時時時ののの速速速度度度ががが速速速すすすぎぎぎるるるととと、、、ハハハンンンドドドルルル操操操作作作がががでででききき
なななくくくなななっっっててて人人人身身身事事事故故故とととなななるるる危危危険険険がががあああるるる。。。

牽牽牽引引引速速速度度度ははは4.8km/hををを限限限度度度とととすすするるる。。。

牽引作業は2人で行います。長い距離を移動しなけれ
ばならない場合にはトレーラなどを使用してください ス
プレーヤを搬送する場合 (ページ 29)を参照。

1. 牽引用バルブ図 27を左または右に 90 度回転
させて開きます。

g002212

図図図 27

1. 牽引用バルブ

28
 



重重重要要要 バババイイイパパパスススををを開開開かかかずずずににに牽牽牽引引引すすするるるとととトトトララランンンスススミミミッッッ
シシショョョンンンををを破破破損損損しししままますすす。。。

2. 牽引ロープを取り付ける。車両前後のロープ掛け
ポイントについては図 28 と 図 29を参照。

g002213

図図図 28

1. 車体前部の牽引ポイント

g002214

図図図 29

1. 車体後部の牽引ポイント

3. 駐車ブレーキを解除する。

4. 時速 4.8km/h 以下で牽引する。

5. 牽引が終了したら、牽引用バルブを閉じ、
7-11N·m0.71.1kg.mにトルク締めする。

スススプププレレレーーーヤヤヤををを搬搬搬送送送すすするるる場場場合合合
長距離を運ぶ場合にはトレーラを使用してください。そ
の場合にはスプレーヤをトレーラに確実に固定してくだ
さい。また、ブームをしっかりと固定してください。図
30 と 図 31 にロープ掛けのポイントを示します。

g002210

図図図 30

1. ロープ掛けのポイント

g002211

図図図 31

1. ロープ掛けのポイント車両後部
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保保保守守守
注注注 前後左右は運転位置からみた方向です。

推推推奨奨奨ささされれれるるる定定定期期期整整整備備備作作作業業業
整整整備備備間間間隔隔隔 整整整備備備手手手順順順

使用開始後最初の 5 時間 • 油圧オイルのフィルタを交換する。

使用開始後最初の 8 時間
• ホイールナットのトルク締めを行う。
• 後プラネタリギアオイルを交換する。
• ファン/オルタネータのベルトを点検する。

使用開始後最初の 50 時間
• エンジン･オイルをとオイル･フィルタ交換する（合成オイルを含む）。
• 燃料ラインと接続を点検する。

使用開始後最初の 200 時間 • 前ホイールベアリングのグリスパックを行う。

使用するごとまたは毎日

• エアフィルタ、キャップ、バルブを点検する。
• エンジンオイルの量を点検する。
• タイヤ空気圧
• 冷却液の量
• ブレーキの点検
• 油圧オイルの量
• タンク固定ベルトの点検
• 吸い込み口ストレーナを清掃する（水和剤を使用する場合は清掃回数を増やす）。

50運転時間ごと
• ポンプのグリスアップを行う。
• 各グリス注入部のグリスアップを行う。
• バッテリー･ケーブルの接続状態を点検します。

100運転時間ごと

• ブーム蝶番のグリスアップを行う。
• エアクリーナの整備を行います（ほこりのひどい場所で使用する場合は整備間隔を
短くしてください）。

• ホイールナットのトルク締めを行う。
• タイヤの状態と磨耗程度を点検する。
• 冷却水ホースを点検する。
• ファン/オルタネータのベルトを点検する。

150運転時間ごと
• エンジン･オイルのフィルタを交換する。
• エンジンオイルを交換する（合成オイルの場合も；負荷の大きな使用、高温下で使用
している場合には、よりひんぱんに）。

200運転時間ごと
• 前輪のトーインの点検を行う。
• ラジエターのフィンを清掃する。
• ホースとその接続部すべてについて破損の有無と接続状態の点検を行う。
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整整整備備備間間間隔隔隔 整整整備備備手手手順順順

400運転時間ごと

• アクチュエータロッドのベアリングのグリスアップを行う。
• エンジンマニュアルに記載されている1年整備をすべて行う。
• 燃料ラインと接続を点検する。
• 燃料タンクの内部を清掃する。
• 燃料フィルタのキャニスタは所定時期に交換してください。
• 燃料タンクの内部フィルタを交換する。
• 前ホイールベアリングのグリスパックを行う。
• プラネタリギアオイルを交換する。
• 冷却液点検（メーカーの指示に従って）し、必要に応じて交換する。
• 油圧オイルのフィルタを交換する。
• 油圧オイルを交換する。
• バルブアセンブリのOリングを点検し、必要に応じて交換する。
• ポンプのダイヤフラムを点検し、必要に応じて交換する。 （弊社正規代理店に依
頼する）。

• ポンプのチェックバルブを点検し、必要に応じて交換する （弊社正規代理店に依
頼する）。

• ナイロン製ピボットブッシュの点検を行う。

1年ごと
• スプレーヤ内部を真水で洗う。
• 攪拌バイパスバルブの基本設定

重重重要要要 エエエンンンジジジンンンののの整整整備備備ににに関関関しししてててののの詳詳詳細細細ははは、、、付付付属属属のののエエエンンンジジジンンンマママニニニュュュアアアルルルををを参参参照照照しししてててくくくだだださささいいい。。。

注注注 お使いの機械の電気回路図 や 油圧回路図 を入手したい場合には、以下のインターネットサイトから無料でダ
ウンロードすることができます www.Toro.com。また、マニュアルから、インターネット上のその機械の紹介ペー
ジへ行きたい場合にもご利用ください。
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始始始業業業点点点検検検表表表
このページをコピーして使ってください。

第第第 週週週点点点検検検項項項目目目

月月月 火火火 水水水 木木木 金金金 土土土 日日日

ブレーキと駐車ブレーキの作動状態。

ニュートラルスイッチの作動状態

燃料残量。

エンジンオイルの量。

油圧オイルの量

冷却液の量

エアフィルタの点検。

ラジエターとオイルクーラ付近のよごれ。

エンジンからの異常音。

運転操作時の異常音。

タイヤ空気圧。

オイル漏れがないか点検する。

油圧ホースや燃料パイプの状態を点検す
る。

計器類の動作を点検する。

アクセルの作動状態を点検する。

取水部ストレーナを清掃する。

グリスアップを行う1

塗装傷のタッチアップを行う。

1 車体を水洗いしたあとは整整整備備備間間間隔隔隔ににに関関関係係係なななくくく直ちにグリスアップする。

要要要注注注意意意個個個所所所ののの記記記録録録
点検担当者名

内内内容容容 日日日付付付 記記記事事事

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10
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注注注意意意
始始始動動動キキキーーーをををつつつけけけたたたままままままにににしししててておおおくくくととと、、、誰誰誰でででもももいいいつつつでででもももエエエンンンジジジンンンををを始始始動動動さささせせせるるるここことととがががでででききき、、、危危危険険険ででであああるるる。。。

整整整備備備作作作業業業ののの前前前にににははは必必必ずずずキキキーーーををを抜抜抜いいいててておおおくくくこここととと。。。

整整整備備備前前前ににに行行行ううう作作作業業業

スススプププレレレーーーヤヤヤのののジジジャャャッッッキキキアアアッッップププ
保守整備のためにエンジンを掛ける場合には、車両
後部をジャッキアップする必要があります後アクスル
にジャッキを掛け、25mm 程度ジャッキアップしてく
ださい。

危危危険険険
ジジジャャャッッッキキキアアアッッップププささされれれててていいいるるる車車車体体体ははは不不不安安安定定定でででああありりり、、、外外外
れれれるるるととと下下下にににいいいるるる人人人間間間ににに怪怪怪我我我ををを負負負わわわせせせるるる危危危険険険ががが高高高
いいい。。。

• 車車車両両両かかかららら降降降りりりるるる時時時ははは必必必ずずずキキキーーーををを抜抜抜いいいててておおおくくく。。。

• ジジジャャャッッッキキキアアアッッップププしししたたた車車車両両両にににははは輪輪輪止止止めめめををを掛掛掛けけけるるる。。。

車体前部のジャッキアップポイントは前アクスルの下の
板バネの真下です図 32。

g002215

図図図 32

1. 車体前部のジャッキアップポイント

車体後部のジャッキアップポイントはブームサポートの
ついている部分の後ろ側です図 33。

g002216

図図図 33

1. 車体後部のジャッキアップポイント

潤潤潤滑滑滑

スススプププレレレーーーヤヤヤのののグググリリリスススアアアッッップププ
整整整備備備間間間隔隔隔: 50運転時間ごと—ポンプのグリスアップを

行う。

50運転時間ごと/1年ごと いずれか早く到達した方

グググリリリスススののの種種種類類類No.2リチウム系汎用グリストロ社のプレミ
アム汎用グリスを代理店で販売しております。

1. 異物を入れてしまわないよう、グリスニップルを
きれいに拭く

2. グリスガンでグリスを注入する。

3. はみ出したグリスはふき取る。

グリスアップ箇所を図 34と図 35に示します

g018935

図図図 34
ポンプのセンター

1. グリスポイント
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g002218

図図図 35
各前輪の内側3ヶ所にフィッティングがある

1. グリスポイント

ブブブーーームムム蝶蝶蝶番番番のののグググリリリスススアアアッッップププ
整整整備備備間間間隔隔隔: 100運転時間ごと

重重重要要要 ブブブーーームムムののの蝶蝶蝶番番番ををを水水水洗洗洗いいいしししたたた場場場合合合にににははは、、、蝶蝶蝶番番番アアア
セセセンンンブブブリリリかかかららら水水水ととと異異異物物物ををを完完完全全全ににに除除除去去去ししし、、、新新新しししいいいグググリリリススス
ををを塗塗塗っっってててくくくだだださささいいい。。。

グググリリリスススののの種種種類類類No.2リチウム系汎用グリス

1. 異物を入れてしまわないよう、グリスフィッティン
グをきれいに拭く

2. グリスガンでグリスを注入する図 36。

g002014

図図図 36
右ブーム

1. グリスフィッティング

3. はみ出したグリスはふき取る。

4. 各ブームピボットについて上記の作業を行う。

アアアクククチチチュュュエエエーーータタタロロロッッッドドドのののベベベアアアリリリ
ンンングググのののグググリリリスススアアアッッップププ
整整整備備備間間間隔隔隔: 400運転時間ごと/1年ごと いずれか早く到

達した方

グググリリリスススののの種種種類類類No.2リチウム系汎用グリス

1. ブームを散布位置にセットする。

2. ピボットピンからコッターピンを抜き取る図 37。
3. ブームを持ち上げて、ピンを外す(図 37)。ブーム

をゆっくりと床まで降下させる。

4. ピンが破損していないか点検し、必要に応じて
交換する。
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図図図 37

1. アクチュエータ 4. コッター

2. アクチュエータロッド 5. ピン

3. ブームピボットピンのハウ
ジング

5. アクチュエータロッドのベアリング端部を動かしな
がらベアリング内部にグリスを注入する(図 38)。

注注注 はみ出したグリスはふき取る。

g002015

図図図 38
右ブーム

1. ベアリングにグリスを塗る

6. ブームを持ち上げて、ピボットをアクチュエータ
ロッドに整列させる。

7. ブームを支えながら、ブームのピボットとアクチュ
エータロッドにピンを通す(図 37)。

8. ピンを入れた状態で、ブームから手を離し、先ほ
ど外したコッターを使ってピンを固定する。

9. 各アクチュエータロッドベアリングについて上記の
作業を行う。
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エエエンンンジジジンンンののの整整整備備備

エエエアアアクククリリリーーーナナナののの整整整備備備
エアクリーナ本体にリーク原因となる傷がないか点検
してください。本体とカバーがしっかり密着しているの
を確認してください。破損したボディーは交換してくだ
さい。また、使用ごとにバルブ (図 39) をひねって、
ゴミを落としてください。フィルタの定期整備間隔は
100運転時間です。

g002236

図図図 39

1. 固定ストラップ2本 3. フィルタ

2. ダストキャップ 4. バルブ

注注注 ホコリのひどい場所で使用する場合はより頻繁にエ
アクリーナの手入れを行ってください。

フフフィィィルルルタタタとととハハハウウウジジジンンングググののの洗洗洗浄浄浄
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日

重重重要要要 エエエアアアクククリリリーーーナナナははは外外外さささななないいいでででくくくだだださささいいい。。。かかかえええっっっててて、、、エエエ
ンンンジジジンンン内内内部部部ににに異異異物物物ををを入入入れれれてててしししまままううう危危危険険険がががああありりりままますすす。。。

1. 駐車ブレーキを掛け、ポンプとエンジンを停止
し、キーを抜き取る。

2. 助手席を倒す。

3. ストラップをゆるめてカバーとボディー (図 39) を
分離する。

4. 低圧の圧縮空気2.8 kg 粉塵を含まない乾いた空
気を使って、エアクリーナカバーの内部とフィルタ
の周囲を丁寧に清掃する。

重重重要要要 高高高圧圧圧のののエエエアアアははは、、、フフフィィィルルルタタタををを通通通しししててて異異異物物物をををエエエ
ンンンジジジンンン内内内部部部ににに押押押ししし込込込んんんでででしししまままううう危危危険険険がががあああるるるのののででで、、、
使使使用用用しししななないいい。。。

5. フィルタを点検し、破損している場合は破棄する。

6. カバーを取り付け、バルブを下にして後ろから見
たときに時計の5時-7時の方向になるように向
け、ストラップで固定する。

7. ストラップを固定する (図 39)。
8. エアクリーナのカバーからゴム製バルブを取り

外す。

9. バルブを洗浄し、元通りにカバーに取り付ける。

新新新しししいいいフフフィィィルルルタタタエエエレレレメメメンンントトトののの取取取りりり付付付けけけ

整整整備備備間間間隔隔隔: 100運転時間ごと

1. 新しいフィルタに傷がついていないか点検する。
特にフィルタの密着部に注意する。

重重重要要要 破破破損損損しししててていいいるるるフフフィィィルルルタタタををを再再再使使使用用用しししななないいいでででくくく
だだださささいいい。。。

2. 汚れを落とさないように注意しながら、ボディー内
部から古いエレメントを静かに引き出す。

注注注 ボディーにフィルタをぶつけないように注意
してください。

3. フィルタをボディー内部にしっかり取り付ける。エ
アクリーナの外側リムをしっかり押さえて確実にボ
ディーに密着させる。

注注注 フィルタの真ん中柔らかい部分を持たない。

4. カバーを取り付け、バルブを下にしてストラップ
で固定する (図 39)。

5. エレメントを軽く絞ってオイルを全体にゆきわた
らせる。

エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルにににつつついいいててて
整整整備備備間間間隔隔隔: 400運転時間ごと/1年ごと いずれか早く到達

した方—エエエンンンジジジンンンマママニニニュュュアアアルルルに記載さ
れている1年整備をすべて行う。

エンジンオイルとフィルタは使用開始後50運転時間で初
回交換し、その後は 150 運転時間ごとに交換します。

エンジンオイルの量は 4.6 リットルフィルタ共です。

以下の条件を満たす高品質なエンジンオイルを使用
してください

• API規格 CH-4、CI-4 またはそれ以上のクラス

• 推奨オイルSAE 15W40-18℃以上

• 他に使用可能なオイル SAE 10W30 または 5W30
全温度帯

トロのプレミアムエンジンオイル15W-40 または
10W-30を代理店にてお求めいただくことができます。
パーツカタログでパーツ番号をご確認ください。

エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルののの量量量ををを点点点検検検すすするるる

整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日

注注注 エンジンオイルを点検する最もよいタイミングは、そ
の日の仕事を始める直前、エンジンがまだ冷えているう
ちです。既にエンジンを始動してしまった場合には、一
旦エンジンを停止し、オイルが戻ってくるまで約 10 分
間程度待ってください。油量がディップスティックのADD
マークにある場合は、FULLマークまで補給してくださ
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い。入入入れれれすすすぎぎぎななないいいこここととと。。。油量が ADD マークと FULL
マークの間であれば補給の必要はありません。

エンジンにはオイルを入れて出荷していますが、初回
運転の前と後に必ずエンジンオイルの量を確認してく
ださい。

1. 平らな場所に駐車する。

2. 助手席の下にあるディップスティックを抜きウェスで
一度きれいに拭く (図 40)。ディップスティックを、
チューブの根元までもう一度しっかりと差し込む。
ディップスティックを引き抜いて油量を点検する。

g002206

図図図 40

1. ディップスティック

3. 油量が少なければバルブカバーの上について
いる補給口(図 41)を開け、ディップスティックの
Full マークまでオイルを補給するオイルの種類や
粘度の選択については「エンジンオイルについ
て」を参照補給するときはディップスティックで確
認しながら少量ずつ入れる入れすぎないよう注
意してください

4. キャップを取り付ける。

5. ディップスティックをしっかり差し込んで終了

g002207

図図図 41

1. オイル補給口

エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルとととフフフィィィルルルタタタののの交交交換換換

整整整備備備間間間隔隔隔: 使用開始後最初の 50 時間

150運転時間ごと—エンジンオイルのフィルタ
を交換する。

150運転時間ごと—エンジンオイルを交換する合
成オイルの場合も負荷の大きな使用、高温下で
使用している場合には、よりひんぱんに。

1. エンジンを始動し、しばらく暖気運転する。これ
によりオイルが温められて排出しやすくなる。

2. 駐車ブレーキを掛け、ポンプとエンジンを停止
し、キーを抜き取る。

3. 運転席を倒す。

注注注意意意
運運運転転転終終終了了了直直直後後後ははは、、、運運運転転転席席席下下下ののの機機機器器器ががが非非非常常常
ににに熱熱熱くくくなななっっっててていいいるるる。。。不不不用用用意意意ににに触触触るるるととと火火火傷傷傷ををを負負負
ううう危危危険険険がががあああるるる。。。

運運運転転転終終終了了了直直直後後後ににに機機機器器器ににに触触触れれれるるる場場場合合合にににはははあああるるる
程程程度度度ののの冷冷冷却却却時時時間間間をををおおおくくくこここととと。。。

4. オイルドレンの下に廃油受けを置く。

5. ドレンプラグを抜く図 42。
6. フィルタの下にもオイルを受ける容器をおく。

g002237

図図図 42

1. オイルドレン・プラグ

7. 古いオイルフィルタ図 43を外す。
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図図図 43

1. オイルフィルタ

8. フィルタアダプタのガスケットの表面をきれいに
拭く。

9. 新しいフィルタのガスケットにオイルを薄く塗る。

10. アダプタに新しいフィルタを取り付ける。ガスケッ
トがアダプタに当たるまで手でねじ込み、そこから
更に ½ 回転増し締めする図 43。

注注注 締めすぎないようにしてください。

11. オイルが完全に抜けたら、プラグを元通りに取
り付け、13.6 N·m1.4 kg.m = 10 ft-lbにトルク締
めする。

12. 廃油はリサイクルセンターに持ち込むなど適切な
方法で処分する。

13. オイル補給口のキャップを取り、所要量の約 80%
のオイルを補給口から入れる (図 40)。

14. オイルの量を点検する。

15. ディップスティックの FULL マークに達するまで補
給口から残りのオイルをゆっくりと補給する

重重重要要要オオオイイイルルルののの入入入れれれすすすぎぎぎはははエエエンンンジジジンンンをををいいいたたためめめままますすす。。。

16. キャップを元通りに取り付ける。

燃燃燃料料料系系系統統統ののの整整整備備備
危危危険険険

条条条件件件次次次第第第でででははは軽軽軽油油油ははは引引引火火火爆爆爆発発発しししやややすすすくくく、、、火火火災災災ややや爆爆爆
発発発ををを起起起こここすすすととと非非非常常常ににに危危危険険険ででであああるるる。。。発発発火火火しししたたたりりり爆爆爆発発発ししし
たたたりりりすすするるるととと、、、やややけけけどどどややや火火火災災災なななどどどををを引引引ききき起起起こここすすす。。。

• 燃燃燃料料料補補補給給給ははは必必必ずずず屋屋屋外外外ででで行行行いいい、、、燃燃燃料料料をををこここぼぼぼさささぬぬぬ
よよよううう、、、補補補給給給ににに際際際しししてててははは漏漏漏斗斗斗なななどどどののの器器器具具具ををを使使使用用用すすす
るるる。。。こここぼぼぼれれれたたた燃燃燃料料料はははふふふききき取取取るるる。。。

• 燃燃燃料料料タタタンンンククク一一一杯杯杯ににに入入入れれれななないいいこここととと。。。燃燃燃料料料ををを補補補給給給すすす
るるる時時時ははは、、、タタタンンンククク上上上面面面かかかららら約約約25 mm下下下のののレレレベベベルルルををを
超超超えええててて給給給油油油しししななないいい。。。こここれれれははは、、、温温温度度度ががが上上上昇昇昇しししててて
燃燃燃料料料ははは膨膨膨張張張しししたたたととときききにににあああふふふれれれななないいいよよようううににに空空空間間間ををを
確確確保保保すすするるるたたためめめででであああるるる。。。

• 燃燃燃料料料取取取りりり扱扱扱いいい中中中ははは禁禁禁煙煙煙ををを厳厳厳守守守ししし、、、火火火花花花ややや炎炎炎ををを
絶絶絶対対対ににに近近近づづづけけけななないいい。。。

• 燃燃燃料料料ははは安安安全全全ででで汚汚汚れれれのののななないいい認認認可可可ささされれれたたた容容容器器器ででで保保保
存存存ししし、、、容容容器器器にににははは必必必ずずずキキキャャャッッップププをををはははめめめるるる。。。

燃燃燃料料料ララライイインンンととと接接接続続続ののの点点点検検検
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用開始後最初の 50 時間

400運転時間ごと/1年ごと いずれか早く到達し
た方

劣化破損状況やゆるみが出ていないかを点検を行っ
てください。

燃燃燃料料料系系系統統統かかからららのののエエエアアア抜抜抜ききき
1. 平らな場所に駐車する。

2. 燃料タンクに少なくとも半分程度の燃料がある
ことを確認する。

3. 燃料タンクのキャップの周囲をきれいに拭く (図
44)。

g009464

図図図 44

1. エア抜きプラグ

4. キーを ON 位置に回す。
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注注注 燃料ポンプが作動してネジの周囲から空気が
追い出されてきます。

5. 燃料が連続的に流れるのがネジ穴から確認でき
るまでキーを ON に保持しておく。

6. エア抜きネジを締めて始動キーを OFF にする

7. 燃料噴射ポンプのエア抜きネジを開ける (図 45)

g002240

図図図 45

1. 燃料噴射ポンプのエア抜きねじ

8. キーを ON 位置に回す。

注注注 燃料ポンプが作動してネジの周囲から空気が
追い出されてきます。

9. 燃料が連続的に流れるのがネジ穴から確認でき
るまでキーを ON に保持しておく。

10. エア抜きネジを締めて始動キーを OFF にする

注注注 通常はこれでエンジンが始動するようになります始
動できない時は、噴射ポンプとインジェクタの間にエア
が入っている可能性があります インジェクタからのエア
抜き (ページ 39)を参照してください。

イイインンンジジジェェェクククタタタかかからららのののエエエアアア抜抜抜ききき
通常のエア抜きではエンジンが始動できない場合に行
います 燃料系統からのエア抜き (ページ 38)を参照。

1. No.1ノズルホルダーへのパイプ接続部をゆるめ
る。

2. スロットルを FAST 位置にセットする。

3. 始動キーをSTART位置に回し、接続部から流れ
出る燃料を観察する。燃料が泡立たなくなった
らキーをOFFに戻す。

4. パイプを元通りにしっかり締め付ける。

5. 残りのノズルからも上記の要領でエアを抜く。

燃燃燃料料料タタタンンンクククののの内内内部部部清清清掃掃掃
整整整備備備間間間隔隔隔: 400運転時間ごと/1年ごと いずれか早く到

達した方

燃料システムが汚染された時や、長期にわたって格
納する場合、タンクを空にして内部を清掃してくださ

い。タンクの清掃には新しいきれいな燃料を使用し
てください。

1. サイホンなどを使って、燃料タンクから法定で定
められた安全な容器に燃料を移し替えるか、燃
料タンクそのものを車体から取り外して内部の燃
料を容器に移しかえる。

注注注車体からタンクを取り外す場合には、燃料ホー
スと戻りホースをタンクから外す必要があります。

2. 燃料フィルタを交換する「燃料タンク内部にある
フィルタの交換」を参照のこと。

3. 燃料タンクから燃料を抜き取り、必要に応じてき
れいな燃料で内部を洗浄する。

4. 手順 1 でタンクを取り外した場合には元通りに
取り付ける。

5. 新しいきれいな燃料を燃料タンクに入れる。

燃燃燃料料料フフフィィィルルルタタタののの整整整備備備
2つの燃料フィルタが使われています。一つは水セパ
レータと兼用燃料ポンプとキャブレターの間であり、も
う一つは燃料タンク内部燃料タンクの出口フィッティ
ングについているです。

ウウウォォォーーータタターーーセセセパパパレレレーーータタタののの整整整備備備
整整整備備備間間間隔隔隔: 400運転時間ごと

水セパレータ図 46の水抜きは毎日おこなって異物を
除去してください。

1. 燃料フィルタの下に汚れのない容器をおく。

2. キャニスタ下部のドレンプラグをゆるめて水や
異物を流し出す。

g007367

図図図 46

1. 燃料フィルタ/水セパレータのキャニスタ

3. フィルタ容器の周辺をウェスできれいにぬぐう。

4. フィルタ容器を外して取り付け部をきれいに拭く。

5. ガスケットにきれいなオイルを薄く塗る。

6. ガスケットが取り付け部に当るまで手でねじ込
み、そこからさらに½回転締め付ける。

7. キャニスタ下部のドレンプラグを締める。
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タタタンンンククク直直直付付付けけけ燃燃燃料料料フフフィィィルルルタタタののの交交交換換換

整整整備備備間間間隔隔隔: 400運転時間ごと

注注注燃料フィルタはスタンドパイプアセンブリの一部です。

1. 駐車ブレーキを掛け、ポンプとエンジンを停止
し、キーを抜き取る。

2. 燃料ラインのホースを燃料タンク上部のエルボに
固定しているクランプをゆるめる。

3. エルボからホースを外し、ホース内部にある燃料
を適切な容器に受ける。

4. 燃料タンクからスタンドパイプアセンブリを取り
出す。

5. トロ正規代理店から入手したスタンドパイプ・アセ
ンブリを燃料タンクに取り付ける。

注注注 燃料タンク上部にエルボとスタンドパイプ・アセ
ンブリを取り付けるために新しいハトメが必要に
なる場合があります。

6. 燃料ラインのホースをエルボに接続し、クランプ
でエルボに固定する。

7. 燃料タンクからの抜き取りを続ける 燃料タンクの
内部清掃 (ページ 39)を参照

電電電気気気系系系統統統ののの整整整備備備

ヒヒヒュュューーーズズズののの交交交換換換
ヒューズは座席下にあります図 47。

g017894

図図図 47

1. フォームマーカー 5. 走行ペダル固定スイッチ

2. ブームアクチュエータ 6. ヘッドライト

3. 液剤散布回路 7. パワー

4. 未使用 8. ブレーカスイッチ

バババッッッテテテリリリーーーののの整整整備備備

警警警告告告

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州
第第第65号号号決決決議議議ににによよよるるる警警警告告告

バババッッッテテテリリリーーーののの電電電極極極部部部ややや端端端子子子なななどどどののの部部部分分分ににに
ははは鉛鉛鉛ややや鉛鉛鉛含含含有有有物物物質質質ががが含含含まままれれれててておおおりりり、、、カカカリリリ
フフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは、、、こここれれれらららののの物物物質質質ががが癌癌癌ややや
先先先天天天性性性異異異常常常ののの原原原因因因とととなななるるるとととささされれれててていいいるるる。。。

取取取りりり扱扱扱いいい後後後ははは手手手ををを洗洗洗うううこここととと。。。

バッテリーはいつもきれいに、またフル充電状態に
保持してください。バッテリーやバッテリーボックスは
ペーパータオルで清掃します。端子部に腐食が発生
した場合には、重曹水水重曹で清掃します。清掃後
は、腐食防止のためにバッテリー端子にワセリンなどを
塗布してください。

電圧 12 V, 冷間クランキング電流 690 A @ -18 °C
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バババッッッテテテリリリーーーののの取取取りりり外外外ししし
1. 平らな場所に駐車し、駐車ブレーキを掛け、ポン

プとエンジンを停止し、キーを抜き取る。

2. バッテリーについているカバーを外し図18、バッ
テリーの端子からマイナスケーブルを外す。

g014029

図図図 48

1. バッテリーカバー 3. バックル

2. ストラップ

警警警告告告
バババッッッテテテリリリーーーケケケーーーブブブルルルののの接接接続続続ルルルーーートトトががが不不不適適適切切切ででで
あああるるるとととケケケーーーブブブルルルがががシシショョョーーートトトををを起起起こここしししててて火火火花花花ががが発発発
生生生すすするるる。。。そそそれれれににによよよっっっててて水水水素素素ガガガスススががが爆爆爆発発発ををを起起起こここ
ししし人人人身身身事事事故故故ににに至至至るるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

• ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり外外外すすす時時時ははは、、、必必必ずずずマママイイイナナナ
ススス黒黒黒ケケケーーーブブブルルルかかかららら取取取りりり外外外ししし、、、次次次にににプププラララススス
赤赤赤ケケケーーーブブブルルルををを外外外すすす。。。

• ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり付付付けけけるるる時時時ははは、、、必必必ずずずプププラララススス
赤赤赤ケケケーーーブブブルルルかかかららら取取取りりり付付付けけけ、、、そそそれれれかかからららマママイイイ
ナナナススス黒黒黒ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり付付付けけけるるる。。。

警警警告告告
バババッッッテテテリリリーーーののの端端端子子子ににに金金金属属属製製製品品品ややや車車車体体体ののの金金金属属属
部部部分分分ががが触触触れれれるるるとととシシショョョーーートトトををを起起起こここしししててて火火火花花花ががが発発発
生生生すすするるる。。。そそそれれれににによよよっっっててて水水水素素素ガガガスススががが爆爆爆発発発ををを起起起こここ
ししし人人人身身身事事事故故故ににに至至至るるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

• バババッッッテテテリリリーーーののの取取取りりり外外外しししややや取取取りりり付付付けけけををを行行行うううととと
きききにににははは、、、端端端子子子ととと金金金属属属部部部ををを接接接触触触さささせせせななないいいよよよ
うううににに注注注意意意すすするるる。。。

• バババッッッテテテリリリーーーののの端端端子子子ととと金金金属属属ををを接接接触触触さささせせせななないいい。。。

• バババッッッテテテリリリーーー押押押さささえええははは必必必ずずず取取取りりり付付付けけけるるる。。。

3. バッテリー端子からプラスケーブル赤を外す。

4. バッテリーを取り出す。

バババッッッテテテリリリーーーををを取取取りりり付付付けけけるるる
1. バッテリー端子が車両から遠くなるようにしてバッ

テリーボックスに置く

2. 赤いプラスケーブルをバッテリーの端子に、黒い
マイナスケーブル()をバッテリーの端子に取り付
け、ボルトと蝶ナットで固定する。両方の端子に
ゴムカバーを取り付ける。

3. バッテリーカバーを取り付け、先ほど取り外した
ストラップで固定する(図 48)。

重重重要要要 バババッッッテテテリリリーーー押押押さささえええははは必必必ずずず取取取りりり付付付けけけてててくくくだだださささ
いいい。。。

バババッッッテテテリリリーーーををを充充充電電電すすするるる

重重重要要要 バババッッッテテテリリリーーーははは常常常時時時フフフルルル充充充電電電状状状態態態ににに維維維持持持しししてててくくくだだださささ
いいいこここのののとととききき電電電解解解液液液ののの比比比重重重ははは1.260 ににになななりりりままますすす。。。特特特ににに氷氷氷
点点点下下下ででで保保保管管管すすするるる場場場合合合にににはははこここのののここことととををを守守守っっってててくくくだだださささいいい。。。

1. 車体からバッテリーを外す「バッテリーの取り
外し」を参照

2. 充電器に接続し、充電電流を 3-4 A にセットす
る。3-4 Aで4-8時間充電する12V。

重重重要要要 充充充電電電しししすすすぎぎぎななないいいよよようううににに注注注意意意すすするるるこここととと。。。

警警警告告告
充充充電電電中中中ははは爆爆爆発発発性性性のののガガガスススががが発発発生生生すすするるる。。。

充充充電電電中中中ははは絶絶絶対対対禁禁禁煙煙煙ををを厳厳厳守守守。。。バババッッッテテテリリリーーーににに火火火
気気気ををを近近近づづづけけけななないいい。。。

3. シャーシにバッテリーを取りつける バッテリーを
取り付ける (ページ 41)を参照。

バババッッッテテテリリリーーーののの保保保管管管

本機を30日間以上にわたって格納保管する場合には、
バッテリーを機体から外して充電してください。充電終
了後は、機体に取り付けて保存しても、機体から外し
たままで保存してもよい。機体に取り付けて保存する場
合は、ケーブルを外しておいてください。温度が高いと
バッテリーは早く放電しますので、涼しい場所を選ん
で保管してください。 バッテリーを凍結させないために
は、完全充電しておくことが大切です。
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走走走行行行系系系統統統ののの整整整備備備

タタタイイイヤヤヤ空空空気気気圧圧圧ををを点点点検検検すすするるる
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日

8運転時間ごと又は運転開始前にタイヤ空気圧を点検し
てください適正圧は 124 kPa 18 psi = 1.4 kg/cm2ですタ
イヤの磨耗状態や傷み具合の点検も行ってください。

タタタイイイヤヤヤとととホホホイイイーーールルルののの点点点検検検
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用開始後最初の 8 時間—ホイールナッ

トのトルク締めを行う。

100運転時間ごと—ホイールナットのトルク締め
を行う。

100運転時間ごと—タイヤの状態と磨耗程度を
点検する。

前輪のラグナットは 75-10N·m7.6-10.3kg.m
= 55-75ft-lb、後輪のラグナットは 95-122N·m
10.4-12.4kg.m = 75-90ft-lbにトルク締めする。

運転中に縁石にぶつけるなどした場合、リムが破損し
たり、トーインが狂ったりする可能性がありますから、
このような事故の後では必ず点検してください。

プププラララネネネタタタリリリギギギアアアオオオイイイルルルののの交交交換換換
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用開始後最初の 8 時間

400運転時間ごと

8運転時間で初回交換を行い その後は400運転時間ご
とに回に交換してください

使用するオイルは SAE 85W140 ギアオイルです

1. 平らな場所で 点検/ドレンプラグが一番下の位置
ドレン位置にくるようにして駐車する図 49。

g002244

図図図 49

1. オイルを排出するときのドレンプラグの位置

2. 駐車ブレーキを掛け、ポンプとエンジンを停止
し、キーを抜き取る。

3. ドレンプラグの下に容器を置き、プラグを外す
(図 49)。

4. 内側のドレンプラグの下に容器を置き、このプラ
グを外す (図 50)。

g002246

図図図 50

1. 内側のドレンプラグ

5. 今度は点検/ドレンプラグが 図 51の位置補給位
置にくるように駐車する

g002245

図図図 51

1. 上の穴ここからオイルを補
給する

2. 下の穴

6. 駐車ブレーキを掛け、ポンプとエンジンを停止
し、キーを抜き取る。

7. 上の穴から新しい SAE 85W140オイルを入れ
る穴の下のフチまでオイルを入れる。

8. 全部のプラグを取り付ける

9. 他のブームについても、上記手順39を行う。

10. 廃油はリサイクルセンターに持ち込むなど適切な
方法で処分する。
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前前前輪輪輪のののトトトーーーイイインンンののの調調調整整整
整整整備備備間間間隔隔隔: 200運転時間ごと/1年ごと いずれか早く到

達した方

トーインの適正値は 03mm です。

1. 4 輪全部のタイヤ空気圧を点検する「タイヤ空気
圧を点検する」を参照。

2. 前輪の前と後ろで、左右のタイヤの中央線間距
離を測る計測はアクスルの高さで行う(図 52)。
タイヤの前側での測定値が後側での測定値よりも
0-3 mm 小さければよい。

g002247

図図図 52

1. タイヤのセンターライン 後
側

3. アクスルのセンターライン

2. タイヤのセンターライン 前
側

3. 前後の測定値の差が所定範囲にない場合、タ
イロッド両端のジャムナットを外して調整を行う
(図 53)。

g002248

図図図 53

1. ジャムナット 2. タイロッド

4. タイロッドを回して前タイヤを内向きまたは外向き
に調整する。

5. 正しく調整できたら、タイロッドのジャムナットを
締める。

6. ハンドルで右旋回と左旋回操作を行って、左右一
杯までハンドルが切れることを確認する。

冷冷冷却却却系系系統統統ののの整整整備備備

冷冷冷却却却液液液ののの量量量ををを点点点検検検すすするるる
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日

冷却液は水とエチレングリコール不凍液の 50/50 混合
液ですラジエターと補助タンクの中の液量を毎日の作業
前に点検してください冷却水の容量は5.5 リットルです。

注注注意意意
エエエンンンジジジンンン停停停止止止直直直後後後ははは、、、冷冷冷却却却液液液ががが高高高温温温高高高圧圧圧状状状態態態ととと
なななっっっててていいいるるる場場場合合合がががあああるるる。。。エエエンンンジジジンンンががが熱熱熱いいい時時時にににラララジジジエエエ
タタターーーのののキキキャャャッッップププををを開開開けけけるるるととと冷冷冷却却却水水水ががが噴噴噴出出出しししててて自自自分分分ややや
周周周囲囲囲ののの人人人間間間ににに火火火傷傷傷ををを負負負ううう可可可能能能性性性がががあああるるる。。。

エエエンンンジジジンンン停停停止止止後後後、、、少少少なななくくくとととももも15分分分間間間程程程度度度待待待っっっててて、、、
エエエンンンジジジンンンががが冷冷冷えええてててかかからららキキキャャャッッップププををを開開開けけけるるるこここととと。。。

1. 平らな場所に駐車する。

2. 駐車ブレーキを掛け、ポンプとエンジンを停止
し、キーを抜き取る。

3. ラジエターのキャップを注意深く開ける (図 54)

g002250

図図図 54

1. ラジエターのキャップ 3. 補助タンクのキャップ

2. 補助タンク 4. 補助タンクの上限ライン

4. ラジエター内部と補助タンクの液量を点検する

注注注 ラジエターは補給口の首の部分まで、補助タ
ンクはFULLマークまであれば適正です。

5. 不足であれば補給するラジエターは首の部分ま
で、タンクはFULLマークまで入れる。

重重重要要要補補補助助助タタタンンンクククににに入入入れれれすすすぎぎぎななないいいよよようううににに注注注意意意すすするるる。。。

重重重要要要 水水水だだだけけけををを補補補給給給しししたたたりりり、、、アアアルルルコココーーールルル系系系ののの冷冷冷却却却
液液液ををを使使使用用用しししたたたりりりしししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

6. 各タンクのキャップを閉める
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冷冷冷却却却系系系統統統ののの整整整備備備
整整整備備備間間間隔隔隔: 100運転時間ごと—冷却水ホースを点検す

る。

200運転時間ごと—ラジエターのフィンを清掃す
る。

400運転時間ごと/1年ごと いずれか早く到達した
方—冷却液点検メーカーの指示に従ってし、必
要に応じて交換する。

ラジエターの放熱フィンを圧縮空気か軟らかいブラシで
清掃してください。汚れが激しければより頻繁な清掃
が必要ですまた、冷却液のホースを点検し、痛んで
いれば交換してください。

重重重要要要 エエエンンンジジジンンンががが高高高温温温ののの時時時ににに水水水をををかかかけけけななないいいでででくくくだだださささいいい

重重重要要要 エエエンンンジジジンンンがががオオオーーーバババーーーヒヒヒーーートトトしししててていいいるるるととときききににに、、、ラララジジジエエエ
タタターーーににに冷冷冷却却却液液液ををを入入入れれれななないいいでででくくくだだださささいいい。。。エエエンンンジジジンンンががが急急急冷冷冷
ささされれれててて損損損傷傷傷すすするるる可可可能能能性性性がががああありりりままますすす

冷却液の点検メーカーの指示に従ってを行う。冷却
液は水とエチレングリコール不凍液の5050混合液、
容量は 5.5 リットルです。

1. 平らな場所に駐車し、駐車ブレーキを掛け、ポン
プとエンジンを停止し、キーを抜き取る。

注注注意意意
エエエンンンジジジンンン停停停止止止直直直後後後ははは、、、冷冷冷却却却液液液ががが高高高温温温高高高圧圧圧状状状
態態態とととなななっっっててていいいるるる場場場合合合がががあああるるる。。。エエエンンンジジジンンンががが熱熱熱いいい
時時時にににラララジジジエエエタタターーーのののキキキャャャッッップププををを開開開けけけるるるととと冷冷冷却却却水水水
ががが噴噴噴出出出しししててて自自自分分分ややや周周周囲囲囲ののの人人人間間間ににに火火火傷傷傷ををを負負負ううう
可可可能能能性性性がががあああるるる。。。

エエエンンンジジジンンン停停停止止止後後後、、、少少少なななくくくとととももも15分分分間間間程程程度度度待待待っっっ
ててて、、、エエエンンンジジジンンンががが冷冷冷えええてててかかからららキキキャャャッッップププををを開開開けけけるるるこここ
ととと。。。ラララジジジエエエタタターーーのののキキキャャャッッップププににに素素素手手手ででで触触触れれれららられれれるるる
程程程度度度ににに冷冷冷えええててていいいるるるここことととががが必必必要要要ででであああるるる。。。

2. エンジンが十分に冷えているのを確認してラジエ
ターのキャップを開ける (図 55)。

g002250

図図図 55

1. ラジエターのキャップ

3. ラジエターの下に大きな容器をおく。

4. ドレン (図 56) を開いて冷却液を排出する。

g002252

図図図 56

5. ドレンを閉じる。

6. ラジエターキャップを取る。

7. キャップの約 2.5 cm 下まで、ゆっくりと冷却液
を入れる。

注注注 冷却液が熱膨張したときにあふれない程度の
隙間を残すためです。

8. 時間をかけて十分な量の冷却液を入れる。

9. ラジエターのキャップを軽く締めてエンジンを始
動する。

10. エンジンが温まるとサーモスタットが開く。

注注注 通常は、8088 °C で開きます。
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注注注意意意
エエエンンンジジジンンンががが回回回転転転しししててていいいるるるたたためめめ、、、冷冷冷却却却液液液ののの温温温度度度
がががあああがががりりり、、、圧圧圧力力力ががが上上上昇昇昇しししてててくくくるるる。。。エエエンンンジジジンンンががが
熱熱熱いいい時時時にににラララジジジエエエタタターーーのののキキキャャャッッップププををを開開開けけけるるるととと冷冷冷
却却却水水水ががが噴噴噴出出出しししててて自自自分分分ややや周周周囲囲囲ののの人人人間間間ににに火火火傷傷傷ををを
負負負ううう可可可能能能性性性がががあああるるる。。。

• エエエンンンジジジンンン停停停止止止後後後、、、少少少なななくくくとととももも15分分分間間間程程程度度度
待待待っっっててて、、、エエエンンンジジジンンンががが冷冷冷えええてててかかからららキキキャャャッッップププををを
開開開けけけるるるこここととと。。。ラララジジジエエエタタターーーのののキキキャャャッッップププににに素素素手手手
ででで触触触れれれららられれれるるる程程程度度度ににに冷冷冷えええててていいいるるるここことととががが必必必
要要要ででであああるるる。。。

• 必必必ずずず防防防具具具ををを使使使用用用ししし、、、安安安全全全ににに十十十分分分注注注意意意しししててて
作作作業業業すすするるるこここととと。。。

11. 冷却液の温度が上昇した状態で、ラジエターを
キャップの縁まで一杯に満たす。

12. ラジエターのキャップを締め、補助タンクのキャッ
プを空け、COLD 位置まで冷却液を補充する。

13. その後、エンジン始動ごとに何度か冷却液の量
を点検し、必要に応じて補給を繰り返す。

ブブブレレレーーーキキキののの整整整備備備

ブブブレレレーーーキキキををを点点点検検検すすするるる
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日

運転前に点検してください。ブレーキペダルを踏んで
から抵抗を感じるまでの遊びが25 mm 以上あるときは
調整が必要です。 ブレーキの調整 (ページ 45)を参照
してください。

警警警告告告
ブブブレレレーーーキキキののの整整整備備備ががが適適適切切切ににに行行行わわわれれれててていいいななないいい状状状態態態でででののの
運運運転転転ははは極極極めめめててて危危危険険険でででああありりり重重重大大大ななな事事事故故故のののもももとととででであああるるる。。。

スススプププレレレーーーヤヤヤををを運運運転転転すすするるる時時時ははは事事事前前前ににに必必必ずずずブブブレレレーーーキキキののの
作作作動動動状状状態態態ををを点点点検検検ししし、、、必必必要要要ににに応応応じじじててて調調調整整整ををを行行行うううこここととと。。。

ブブブレレレーーーキキキののの調調調整整整
ブレーキの調整状態は毎日点検してください。ペダル
を踏んでから抵抗を感ずるまでの距離遊びが 2.5 cm
以上になったら調整してください。

1. 平らな場所で、ポンプを停止、エンジンを停止
してキーを抜き取る。

2. 駐車ブレーキを掛ける。

3. 車両が動き出さないよう、輪止めを掛ける。

4. 駐車ブレーキを解除する。

5. ブレーキケーブルの車両前端側にある前ナットを
ゆるめる (図 57)。

g002253

図図図 57

1. 前ナット 2. 後ナット

6. 後ナットを均等に締めて、ブレーキペダルの遊び
を10-20 mm に調整する図 57。
重重重要要要 後後後ナナナッッットトトはははつつつををを均均均等等等ににに締締締めめめててて、、、前前前ナナナッッットトトかかかららら
突突突ききき出出出ててていいいるるるブブブレレレーーーキキキケケケーーーブブブルルルのののねねねじじじ山山山部部部分分分ががが同同同
じじじ長長長さささににになななるるるよよようううにににしししてててくくくだだださささいいい。。。

7. 前ナットを締める。
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ベベベルルルトトトののの整整整備備備

走走走行行行ベベベルルルトトトののの整整整備備備
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用開始後最初の 8 時間

100運転時間ごと

オルタネータ兼冷却ファン用ベルトの状態と張りを点検
する。必要に応じてベルトを交換してください。

1. 平らな場所に駐車し、駐車ブレーキを掛け、ポン
プとエンジンを停止し、キーを抜き取る。

2. ベルト中央部を上から 10 kg 程度の力で押してた
わみの大きさを調べる。

注注注 10-12 mm 程度のたわみが出るのが適正であ
る。たわみが適正でない場合には 3へ進む。たわ
みが適正であれば、ベルトの点検は終了する。

3. ブレースをエンジンに固定しているボルト、およ
びオルタネータをブレースに固定しているボル
トをゆるめる (図 58)。

g002249

図図図 58

1. オルタネータベルト 3. オルタネータ

2. ブレース 4. ボルト

4. オルタネータとエンジンの間にバールを入れ、オ
ルタネータの位置を注意深く動かしてベルトに
張りを出す。

5. 適切なたわみが出たら、ボルトを締めて調整を
固定する。

6. ロックナットを締めて調整を固定する。

油油油圧圧圧系系系統統統ののの整整整備備備

油油油圧圧圧作作作動動動液液液ののの仕仕仕様様様
油圧オイルタンクに約 56 リットルの高品質油圧オイル
を満たして出荷しています。初めての運転の前に必ず
油量を確認し、その後は毎日点検してください。推奨
オイルの銘柄を以下に示します

オオオーーールルルシシシーーーズズズンンン用用用 Toro プププレレレミミミアアアムムム油油油圧圧圧オオオイイイルルルををを販売してい
ます19 リットル缶または 208 リットル缶。パーツカタログま
たは代理店でパーツ番号をご確認ください。

他に使用可能なオイルトロのオイルが入手できない場
合は、以下に挙げる特性条件および産業規格を満た
すオイルを使用することができます。合成オイルの使
用はお奨めできません。オイルの専門業者と相談の
上、適切なオイルを選択してください注 不適切なオ
イルの使用による損害については弊社は責任を持ち
かねますので、品質の確かな製品をお使い下さる様
お願いいたします。

高高高粘粘粘度度度イイインンンデデデッッックククススス低低低流流流動動動点点点アアアンンンチチチウウウェェェアアア油油油圧圧圧作作作動動動液液液, ISO VG 46
物性

粘度, ASTM D445 cSt @ 40°C 44 48
cSt @ 100°C 7.9 - 8.5

粘性インデックス ASTM
D2270

140 – 160

流動点, ASTM D97 -37°C – -45°C
産業規格

ヴィッカース I-286-S品質レベル, ヴィッカース M-2950-S
品質レベル , デニソン HF-0

重重重要要要 ISO VG 46 マママルルルチチチグググレレレーーードドドオオオイイイルルルははは、、、広広広いいい温温温度度度
範範範囲囲囲ででで優優優れれれたたた性性性能能能ををを発発発揮揮揮しししままますすす。。。通通通常常常ののの外外外気気気温温温ががが高高高
いいい18 ℃℃℃- 49 ℃℃℃熱熱熱帯帯帯地地地方方方でででははは、、、ISO VG 68 オオオイイイルルルのののほほほ
うううががが適適適切切切ととと思思思わわわれれれままますすす。。。

生生生分分分解解解タタタイイイプププ・・・プププレレレミミミアアアムムム油油油圧圧圧オオオイイイルルルMobil EAL
EnviroSyn 46H

重重重要要要 Mobil EAL EnviroSyn 46H ははは、、、トトトロロロががが推推推奨奨奨しししててて
いいいるるる唯唯唯一一一ののの生生生分分分解解解合合合成成成油油油圧圧圧オオオイイイルルルででですすす。。。こここののの生生生分分分解解解オオオ
イイイルルルははは、、、トトトロロロののの油油油圧圧圧系系系統統統ににに使使使用用用ささされれれててていいいるるるエエエラララススストトトマママーーー
製製製品品品ににに悪悪悪影影影響響響ををを与与与えええななないいいこここととと、、、まままたたた広広広いいい温温温度度度範範範囲囲囲ででで安安安
定定定しししててていいいるるるここことととががが確確確認認認ささされれれててていいいままますすす。。。こここののの生生生分分分解解解オオオイイイ
ルルルははは、、、通通通常常常ののの鉱鉱鉱物物物系系系油油油圧圧圧オオオイイイルルルととと互互互換換換性性性がががああありりりままますすす
ががが、、、通通通常常常のののオオオイイイルルルかかかららら切切切りりり替替替えええるるる際際際にににははは、、、生生生分分分解解解性性性能能能
ををを最最最大大大限限限ににに発発発揮揮揮さささせせせるるるたたためめめににに、、、油油油圧圧圧系系系統統統内内内部部部ををを洗洗洗浄浄浄
すすするるるここことととををを強強強くくくおおお奨奨奨めめめしししままますすす。。。こここののの生生生分分分解解解オオオイイイルルルははは、、、
モモモーーービビビルルル代代代理理理店店店にににててて 19 リリリッッットトトルルル缶缶缶まままたたたははは208リリリッッットトトルルル
缶缶缶でででおおお求求求めめめににになななれれれままますすす。。。

重重重要要要 多多多くくくののの油油油圧圧圧オオオイイイルルルはははほほほとととんんんどどど無無無色色色透透透明明明でででああありりり、、、そそそ
のののたたためめめオオオイイイルルル洩洩洩れれれののの発発発見見見ががが遅遅遅れれれがががちちちででですすす。。。油油油圧圧圧オオオイイイルルル
用用用ののの着着着色色色剤剤剤20 ml 瓶瓶瓶をををおおお使使使いいいいいいたたただだだくくくととと便便便利利利ででですすす。。。1
瓶瓶瓶ででで 15-22 リリリッッットトトルルルのののオオオイイイルルルににに使使使用用用ででできききままますすす。。。パパパーーーツツツ
番番番号号号ははは P/N 44-2500 ごごご注注注文文文ははは Toro 代代代理理理店店店へへへ。。。こここののの
着着着色色色剤剤剤ははは、、、生生生分分分解解解オオオイイイルルルにににははは使使使用用用ででできききままませせせんんん。。。食食食用用用
色色色素素素をををおおお使使使いいいくくくだだださささいいい。。。
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油油油圧圧圧オオオイイイルルルををを点点点検検検すすするるる
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日

1. 平らな場所に駐車し、駐車ブレーキを掛け、ポン
プとエンジンを停止し、キーを抜き取る。

2. ポンプを停止、エンジンを停止してキーを抜き
取る。

3. 油圧オイルタンクのディップスティックキャップ周辺
をきれいに拭きキャップを外す (図 59)

g014217

図図図 59

1. 油圧オイルタンク 3. ディップスティックキャップ

2. 通気口

重重重要要要 こここのののオオオイイイルルルののの点点点検検検ややや給給給油油油ににに際際際しししてててははは、、、内内内部部部
ににに異異異物物物ををを入入入れれれぬぬぬよよよううう細細細心心心ののの注注注意意意ををを払払払っっってててくくくだだださささいいい。。。

4. きれいなウェスでディップスティックをぬぐい、元
通りに完全に取り付ける。

5. ディップスティックを引き抜いて油量を点検する。
安全範囲にあれば適正である図 60。
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図図図 60

1. ディップスティック 2. 安全範囲

6. 油量が少なければ、所定のまたは同等品質の油
圧オイルを上マークまで補給する

7. ディップスティックキャップを元通りに取り付ける。

油油油圧圧圧オオオイイイルルルののの交交交換換換
オイルが汚染された場合は内部のフラッシュ洗浄作業
が必要となりますので Toro 代理店にご相談ください

注注注 汚染されたオイルは正常なオイルに比べて乳白
色または黒っぽく見えます

油油油圧圧圧フフフィィィルルルタタタののの交交交換換換

整整整備備備間間間隔隔隔: 使用開始後最初の 5 時間

400運転時間ごと/1年ごと いずれか早く到達し
た方

トロの純正フィルタをご使用くださいパーツ番号はパー
ツマニュアルでご確認ください。

重重重要要要 純純純正正正品品品以以以外外外のののフフフィィィルルルタタタををを使使使用用用すすするるるととと関関関連連連機機機器器器ののの保保保
証証証ががが適適適用用用ささされれれなななくくくなななるるる場場場合合合がががああありりりままますすす。。。

警警警告告告
高高高温温温ののの油油油圧圧圧オオオイイイルルルににに触触触れれれるるるととと激激激しししいいい火火火傷傷傷ををを負負負ううう。。。

油油油圧圧圧オオオイイイルルル関関関係係係ののの整整整備備備ををを行行行ううう時時時ははは、、、必必必ずずずオオオイイイルルル
ののの温温温度度度ががが十十十分分分ににに冷冷冷えええててていいいるるるのののををを確確確かかかめめめてててかかかららら行行行
うううこここととと。。。

1. 平らな場所に駐車し、駐車ブレーキを掛け、ポン
プとエンジンを停止し、キーを抜き取る。

2. 車体についている 2 つの油圧フィルタを両方とも
取り外す。ひとつは油圧オイルタンクの下、もう
一つは機体フレームの後ろについている。

• 前フィルタ油圧タンクの下

g013791

図図図 61

1. 油圧オイルタンク 2. 前フィルタ

• 後フィルタ機体フレームについている
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g013790

図図図 62

1. 油圧フィルタ 2. 後輪

3. フィルタ容器の周辺をウェスできれいにぬぐう。

4. フィルタの下にオイルを受ける容器をおく。

5. フィルタを外す。

6. 新しいフィルタのガスケットにオイルを塗る。

7. 取り付け部が汚れていないのを確認する。

8. ガスケットが取り付けプレートに当たるまで手で回
して取り付け、そこから更に½回転増し締めする。

9. エンジンを始動して分間運転し、システム内のエ
アをパージする。エンジンを停止し、タンクの油
量を点検し、オイル漏れがないか調べる。

10. フィルタはリサイクルセンターに持ち込むなど適
切な方法で処分する。

油油油圧圧圧オオオイイイルルルののの交交交換換換

整整整備備備間間間隔隔隔: 400運転時間ごと/1年ごと いずれか早く到
達した方

使用するオイルは指定品または同等品とし、容量は 56
リットルです 油圧作動液の仕様 (ページ 46)を参照。

重重重要要要 純純純正正正品品品以以以外外外のののオオオイイイルルルををを使使使用用用すすするるるととと関関関連連連機機機器器器ののの保保保
証証証ががが適適適用用用ささされれれなななくくくなななるるる場場場合合合がががああありりりままますすす。。。

警警警告告告
高高高温温温ののの油油油圧圧圧オオオイイイルルルににに触触触れれれるるるととと激激激しししいいい火火火傷傷傷ををを負負負ううう。。。

油油油圧圧圧オオオイイイルルル関関関係係係ののの整整整備備備ををを行行行ううう時時時ははは、、、必必必ずずずオオオイイイルルル
ののの温温温度度度ががが十十十分分分ににに冷冷冷えええててていいいるるるのののををを確確確かかかめめめてててかかかららら行行行
うううこここととと。。。

1. 油圧オイルフィルタを交換する 油圧フィルタの交
換 (ページ 47)を参照。

2. 油圧オイルタンクの底面についているホースのう
ちの1本の周辺をきれいに拭く (図 63)。

g014219

図図図 63

1. 油圧オイルタンク 2. 油圧ホースとフィッティング

3. フィッティングの下に大きな容器を置く。

4. ホースのフィッティングをタンクから外してオイルを
容器に受ける (図 63)。

5. フィッティングとホースを元通りに取り付け、固
定する。

6. 給油口から約 53 リットルのオイル指定品また
は同等品を入れる 油圧作動液の仕様 (ページ
46)を参照。

7. エンジンを始動させ、35分間のアイドリングを
行ってオイルを全体に行き渡らせ、内部にたまっ
ているエアを逃がす。

8. エンジンを停止し、タンクの油量を点検し、オイ
ル漏れがないか調べる。

9. 廃油はリサイクルセンターに持ち込むなど適切な
方法で処分する。

油油油圧圧圧ララライイインンンとととホホホーーースススののの点点点検検検

毎日 油圧ホースと油圧ラインを点検し 漏れ 折れ サ
ポートのゆるみ 磨耗や腐食があれば交換してくださ
い修理不十分のまま運転しないでください
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警警警告告告
高高高圧圧圧ででで噴噴噴出出出すすするるる油油油圧圧圧オオオイイイルルルははは皮皮皮膚膚膚ををを貫貫貫通通通ししし、、、身身身
体体体ににに重重重大大大ななな損損損傷傷傷ををを引引引ききき起起起こここすすす。。。

• 油油油圧圧圧装装装置置置ををを作作作動動動さささせせせるるる前前前ににに、、、全全全部部部のののララライイインンンコココ
ネネネクククタタタががが適適適切切切ににに接接接続続続ささされれれててていいいるるるこここととと、、、おおおよよよびびび
ララライイインンンやややホホホーーースススののの状状状態態態ががが良良良好好好ででであああるるるここことととををを確確確
認認認すすするるるこここととと。。。

• 油油油圧圧圧のののピピピンンンホホホーーールルルリリリーーークククやややノノノズズズルルルかかからららははは油油油圧圧圧オオオ
イイイルルルががが高高高圧圧圧ででで噴噴噴出出出しししててていいいるるるのののででで、、、手手手なななどどどををを近近近
づづづけけけななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

• リリリーーークククののの点点点検検検にににははは新新新聞聞聞紙紙紙やややボボボーーールルル紙紙紙ををを使使使っっっててて
くくくだだださささいいい。。。

• 油油油圧圧圧シシシススステテテムムムののの整整整備備備作作作業業業ををを行行行ううう前前前ににに内内内部部部ののの圧圧圧
力力力ををを完完完全全全ににに解解解放放放しししててておおおくくくこここととと。。。

• 万万万一一一オオオイイイルルルががが皮皮皮下下下ににに入入入っっったたたららら直直直ちちちににに専専専門門門医医医ののの
手手手当当当てててををを受受受けけけるるる。。。

散散散布布布系系系統統統ののの保保保守守守
警警警告告告

こここののの散散散布布布装装装置置置ででで取取取りりり扱扱扱ううう農農農薬薬薬ははは人人人体体体ややや動動動植植植物物物、、、土土土
壌壌壌なななどどどににに危危危険険険ををを及及及ぼぼぼすすす可可可能能能性性性がががあああるるるのののででで取取取りりり扱扱扱いいい
にににははは十十十分分分注注注意意意すすするるるこここととと。。。

• 自自自分分分自自自身身身ののの安安安全全全ををを守守守るるるたたためめめににに、、、農農農薬薬薬ををを取取取りりり扱扱扱
ううう前前前ににに、、、容容容器器器ににに張張張っっってててあああるるるラララベベベルルルややや安安安全全全デデデーーー
タタタシシシーーートトトなななどどど取取取りりり扱扱扱いいい上上上ののの注注注意意意をををよよよくくく読読読んんんででで理理理
解解解ししし、、、薬薬薬剤剤剤メメメーーーカカカーーーののの指指指示示示ををを守守守るるる。。。たたたとととえええばばば、、、
保保保護護護めめめがががねねねゴゴゴグググルルル、、、手手手袋袋袋なななどどど、、、薬薬薬剤剤剤とととののの接接接触触触
ををを防防防止止止ししし危危危険険険かかかららら身身身ををを守守守るるるここことととのののででできききるるる適適適切切切
ななな保保保護護護対対対策策策ををを講講講じじじるるる。。。

• 散散散布布布すすするるる薬薬薬剤剤剤ははは一一一種種種類類類とととははは限限限らららななないいいのののででで、、、取取取
りりり扱扱扱っっっててていいいるるるすすすべべべてててののの薬薬薬剤剤剤ににに関関関しししててて注注注意意意事事事項項項ををを
必必必ずずず確確確認認認すすするるる。。。

• 上上上記記記安安安全全全確確確保保保ににに必必必要要要ななな情情情報報報ががが手手手ににに入入入らららななないいい場場場
合合合にににははは、、、こここののの装装装置置置ののの運運運転転転ををを拒拒拒否否否すすするるるこここととと

• 散散散布布布装装装置置置ののの取取取りりり扱扱扱いいいををを開開開始始始すすするるるまままえええににに、、、そそそののの
装装装置置置ををを前前前回回回使使使用用用しししたたたあああとととににに薬薬薬剤剤剤メメメーーーカカカーーーののの指指指示示示
ににに従従従っっっててて3回回回のののすすすすすすぎぎぎ洗洗洗いいいややや必必必要要要ななな中中中和和和処処処理理理ががが
行行行わわわれれれたたたかかかををを確確確認認認ししし、、、さささらららににに、、、すすすべべべてててのののバババルルルブブブ
にににつつついいいてててそそそれれれぞぞぞれれれ 3回回回ののの開開開閉閉閉操操操作作作ををを行行行うううこここととと。。。

• 十十十分分分ななな量量量ののの水水水ととと石石石鹸鹸鹸ををを身身身近近近ににに常常常備備備ししし、、、薬薬薬剤剤剤
ががが皮皮皮膚膚膚ににに直直直接接接触触触れれれたたた場場場合合合にににははは、、、直直直ちちちににに洗洗洗いいい
流流流すすすこここととと。。。

ホホホーーースススののの点点点検検検
整整整備備備間間間隔隔隔: 200運転時間ごと—ホースとその接続部す

べてについて破損の有無と接続状
態の点検を行う。

400運転時間ごと/1年ごと いずれか早く到達し
た方—バルブアセンブリのOリングを点検し、必
要に応じて交換する。

散布系統の各ホースを点検し、割れ、漏れその他の
破損が発生していないか調べてください。同時に、接
続部やフィッティングも点検してください。破損している
ホースやフィッティングは交換してください。

ポポポンンンプププののの保保保守守守

ポポポンンンプププののの点点点検検検
整整整備備備間間間隔隔隔: 400運転時間ごと/1年ごと いずれか早く到達

した方—ポンプのダイヤフラムを点
検し、必要に応じて交換する。 弊社
正規代理店に依頼する。

400運転時間ごと/1年ごと いずれか早く到達した
方—ポンプのチェックバルブを点検し、必要に応
じて交換する 弊社正規代理店に依頼する。
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注注注以下の構成機器は消耗機材であり通常の使用によっ
て劣化磨耗しますので、製造上の瑕疵が明らかな場合
を除き、このマシンの製品保証の対象にはなりません。

弊社代理店に依頼して、以下の項目についてポンプの
内部点検を行ってください

• ポンプのダイヤフラム

• ポンプのチェックバルブアセンブリ

必要に応じて部品の交換を行ってください。

アアアクククチチチュュュエエエーーータタタののの調調調整整整
アクチュエータロッドの長さを調整する場合には、以下
の手順で行います。

1. ブームを散布位置にセットする。

2. ピボットピンからコッターピンを抜き取る図 64。

g013780

図図図 64

1. アクチュエータ 4. コッター

2. アクチュエータロッド 5. ピン

3. ブームピボットピンのハウ
ジング

3. ブームを持ち上げて、ピンを外す(図 64)。ブーム
をゆっくりと床まで降下させる。

4. ピンが破損していないか点検し、必要に応じて
交換する。

5. アクチュエータロッドの平たい面にスパナをあて
がって回転しないように押さえ、ジャムナットをゆる
めて、アイレットロッドを回せるようにする図 65。

g014220

図図図 65

1. アクチュエータロッドの平た
い面

5. 調整する

2. ジャムナット 6. この姿勢で締め付ける

3. アイレット 7. ジャムナットを締めて調整
を固定した状態

4. ジャムナットゆるめた

6. アイレットロッドを回転させてアクチュエータを希望
の長さに調整する図 65。

注注注 アイレットロッドは半回転位置または全回転
位置に調整する。

7. 希望通りの位置に設定できたら、ジャムナットを締
めてアクチュエータとアイレットロッドを固定する。

8. ブームを持ち上げて、ピボットをアクチュエータ
ロッドに整列させる。ブームを支えながら、ブー
ムのピボットとアクチュエータロッドにピンを通す
(図 64)。

9. ピンを入れた状態で、ブームから手を離し、先ほ
ど外したコッターを使ってピンを固定する。

10. 必要に応じ、各アクチュエータロッドベアリングに
ついて上記の作業を行う。

ナナナイイイロロロンンン製製製ピピピボボボッッットトトブブブッッッシシシュュュののの
点点点検検検
整整整備備備間間間隔隔隔: 400運転時間ごと/1年ごと いずれか早く到

達した方

1. 平らな場所に駐車し、駐車ブレーキを掛け、ポン
プとエンジンを停止し、キーを抜き取る。

2. ブームを散布位置にセットし、スタンドに載せるか
紐でつるすかして、ブームを支える。

3. ブームを支えておきながら、ピボットピンをブー
ムアセンブリに固定しているボルトとナットを取り
外す図 66。
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図図図 66

1. ピボットピン 4. ナイロン製ブッシュ

2. ボルト 5. ピボットブラケット

3. ナット

4. ピボットピンを取り外す図 66。
5. センターフレームからブーム&ピボットブラケッ

トアセンブリを取り外すとナイロン製ブッシュが
見える。

6. ナイロンブッシュを取り外し、ピボットブラケットの
前面および後面側から見て点検する 図 66。

注注注 磨耗したり破損したりしている場合は交換して
ください。

7. ナイロン製ブッシュに少量のオイルを塗り、ピボッ
トブラケットに取り付ける。

8. センターフレームにブーム&ピボットブラケットアセ
ンブリを取り付け、開口部を整列させる図 66。

9. ピボットピンを取り付け、先ほど取り外したボル
トとナットで固定する。

10. 各ブームについて上記の作業を行う。

タタタンンンククク固固固定定定ベベベルルルトトトののの点点点検検検
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日—タンク固定ベル

トの点検

メインタンクに水を一杯に入れたら、その状態でタンク
固定ベルトが遊んでいないかどうか点検してください。
ベルトにゆるみがある場合には、上部ベルトの締め具
を締めてベルトとタンクとが面一になるようにします。
締締締めめめすすすぎぎぎななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

重重重要要要 ベベベルルルトトトををを締締締めめめ付付付けけけすすすぎぎぎるるるととと、、、ベベベルルルトトトががが変変変形形形しししたたたりりり
破破破断断断しししたたたりりりすすするるる可可可能能能性性性がががああありりりままますすす。。。
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フフフロロローーー図図図

g018931

図図図 67
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洗洗洗浄浄浄

取取取水水水部部部ススストトトレレレーーーナナナののの清清清掃掃掃
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日

1. 平らな場所に駐車し、駐車ブレーキを掛け、ポン
プとエンジンを停止し、キーを抜き取る。

2. タンク上部の太いホースについている赤いフィッ
ティングからリテーナを外す (図 68)。

g002257

図図図 68

1. 取水部ホース 2. リテーナ

3. タンクからホースを外す (図 68)。
4. 取り付け穴からストレーナを取り出す (図 69)。

g005491

図図図 69

1. 取水部ストレーナ

5. 流水でストレーナを洗浄する。

6. 取り付け穴にぴったり合わせてストレーナを取
りつける。

7. ホースを元通りに取り付け、リテーナで固定する。

保保保管管管
1. 平らな場所に駐車し、駐車ブレーキを掛け、ポン

プとエンジンを停止し、キーを抜き取る。

2. エンジンのシリンダヘッドや冷却フィン、ブロアハ
ウジングを含めた車両全体を洗浄する。

重重重要要要 機機機体体体ははは中中中性性性洗洗洗剤剤剤ととと水水水ででで洗洗洗うううここことととがががででできききままま
すすす。。。たたただだだししし高高高圧圧圧洗洗洗浄浄浄器器器ははは使使使用用用しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。
高高高圧圧圧ののの水水水ででで洗洗洗浄浄浄すすするるるととと電電電気気気系系系統統統やややグググリリリススス部部部へへへ水水水
ががが浸浸浸入入入すすするるる恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。まままたたた、、、コココンンントトトロロローーールルル
パパパネネネルルルやややヘヘヘッッッドドドララライイイドドド、、、エエエンンンジジジンンン、、、バババッッッテテテリリリーーー部部部ににに
大大大量量量ののの水水水をををかかかけけけななないいいよよようううにににしししてててくくくだだださささいいい。。。

3. 散布システムを洗浄する「洗浄」を参照。

4. バルブ・アセンブリのピストンを以下の手順で洗
浄する

A. バルブを OFF 位置シャフトがホースのバー
ブに近くなる位置にセットする。

注注注 チューブの内部に水が残っていないことを
確認する。

B. 弁座をバルブ・アセンブリに固定している
フォーク3本を外す図 70。

g017893

図図図 70

1. バルブ・アセンブリ 4. 弁座

2. フォーク 5. ホースブラケット

3. バルブのピストン 6. スプリング

C. ホースブラケットをスプレーヤのフレームに固
定しているねじ2本を外す図 70。バルブ・ア
センブリからホースを降ろす。

D. 六角レンチ3 mmを使って、バルブ・アセンブ
リの中に固定されているピストン・アセンブリ
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を取り外す。バルブにはスプリングが入って
いるので注意すること図 70。

E. ピストンを洗浄し、磨耗しているOリングは
交換する。

F. ピストンのOリングすべてに植物油を塗り、
先ほど取り外したねじでバルブアセンブリに
取り付ける。バルブ・アセンブリにスプリング
を忘れずに取り付けること。

G. フォーク3本で、バルブ・アセンブリに弁座
を取り付ける。

H. ホースブラケットをスプレーヤのフレームに
取り付ける先ほど外したねじ2本とナットを
使用する。

5. アルコール系でない不凍液をタンクに入れて数
分間循環させその後、できるだけ完全に不凍液
を排出する。

6. ブーム昇降スイッチを使ってブームを上げる。各
ブームが完全に上昇して移動走行用クレードルに
収まり、シリンダが完全に縮んでブームがX字型
にたたまれるまで待つ。アクチュエータのロッドの
破損を防止するため、ブームシリンダが完全に
縮んだのを確認してください。

7. ブレーキを点検する ブレーキを点検する (ページ
45)を参照。

8. エアクリーナの整備を行う エアクリーナの整備
(ページ 36)を参照。

9. グリスアップを行う スプレーヤのグリスアップ
(ページ 33)を参照。

10. エンジンオイルを交換する エンジンオイルについ
て (ページ 36)を参照。

11. タイヤ空気圧を点検する タイヤ空気圧を点検す
る (ページ 42)を参照。

12. 保管期間が 30 日間以上に及ぶ場合には、燃料
系統に以下の整備を行う

A. エンジンを始動し約 5 分間回転させる。

B. エンジンを停止させる。

C. 新しいきれいな燃料を使って燃料タンクを
洗浄する。

D. 燃料関係のフィッティングを確実に固定する。

13. スタータモータを使ってクランクを回転させて内部
にオイルを十分に行き渡らせる。

14. 車体からバッテリーを外し、電解液の量を点検
し、フル充電する バッテリーの整備 (ページ 40)
を参照。

注注注 保管期間中は、バッテリーケーブルを外して
おいてください。

重重重要要要 氷氷氷点点点下下下でででののの凍凍凍結結結破破破損損損ををを防防防止止止すすするるるたたためめめ、、、バババッッッ
テテテリリリーーーははは必必必ずずずフフフルルル充充充電電電しししてててくくくだだださささいいい。。。フフフルルル充充充電電電ししし
たたたバババッッッテテテリリリーーーははは周周周囲囲囲温温温度度度約約約 4 °C ののの条条条件件件下下下でででほほほ

ぼぼぼ 50 日日日間間間電電電圧圧圧ををを保保保持持持しししままますすす。。。保保保管管管場場場所所所ののの気気気温温温
がががそそそれれれよよよりりりももも高高高いいい場場場合合合にににははは 30 日日日ごごごとととににに液液液量量量ののの点点点
検検検ととと再再再充充充電電電ををを行行行っっってててくくくだだださささいいい。。。

15. 機体各部のゆるみを点検し、必要な締め付けや
交換、修理を行う。破損個所はすべて修理する。

16. ホースを点検し、破損や亀裂の入っているもの
は全て交換する。

17. ホースのフィッティングを確実に締め付ける。

18. 表面のキズや塗装のはがれているところには再
塗装を行う塗料は代理店にて入手可能。

19. 汚れていない乾燥した場所で保管する。

20. 保管中はキーを抜き取り、子どもなどの手の届
かない場所で保管する。

21. 機体にはカバーを掛けておく。
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故故故障障障探探探究究究

エエエンンンジジジンンンととと車車車両両両ののの故故故障障障探探探究究究
問問問題題題 考考考えええららられれれるるる原原原因因因 対対対策策策

1. 配線のゆるみ、腐食など。 1. 配線を点検修正する。

2. ヒューズが飛んでいる、ゆるい、など。 2. ヒューズを点検交換する。

3. バッテリーが上がっている。 3. バッテリーを充電または交換する。

4. 安全装置の故障。 4. 代理店に連絡する。

5. スタータやスタータソレノイドの故障。 5. 代理店に連絡する。

スタータがクランキングしない。

6. エンジン内部の焼き付き。 6. 代理店に連絡する。

1. ガス欠。 1. 燃料タンクに新しい燃料を入れる。

2. 燃料に水が混入または燃料が粗悪。 2. 燃料タンク内部を清掃してきれいな燃
料を入れる。

3. 燃料ラインが詰まっている。 3. 洗浄または交換する。

4. 点火リレーの不良。 4. 代理店に連絡する。

クランキングするが始動しない。

5. 点火装置の不良。 5. 代理店に連絡する。

1. 燃料タンクの通気口が詰まっている。 1. 燃料キャップを交換する。

2. 燃料系統に異物、水などが混入して
いる。

2. 燃料タンク内部を清掃してきれいな燃
料を入れる。

3. 燃料フィルタが詰まっている。 3. 燃料フィルタを交換する。

4. ヒューズが飛んでいる、ゆるい、など。 4. ヒューズを点検交換する。

5. 燃料ポンプの故障。 5. 代理店に連絡する。

6. 配線のゆるみなど。 6. 配線の接続状態を点検修正する。

始動するがすぐ止まる。

7. シリンダヘッドのガスケットの破損。 7. 代理店に連絡する。

1. 燃料に水が混入または燃料が粗悪。 1. 燃料タンク内部を清掃してきれいな燃
料を入れる。

2. 配線のゆるみなど。 2. 配線の接続状態を点検修正する。

始動するがノッキングを起こしたり着火不
良である。

3. エンジンのオーバーヒート。 3. 以下の「エンジンがオーバーヒートし
ている」を参照。

1. 燃料タンクの通気口が詰まっている。 1. 燃料キャップを交換する。

2. 燃料に水が混入または燃料が粗悪。 2. 燃料タンク内部を清掃してきれいな燃
料を入れる。

3. 燃料ポンプの故障。 3. 代理店に連絡する。

4. 圧縮不良。 4. 代理店に連絡する。

アイドリングできない。

5. エアクリーナのエレメントが汚れている。 5. 洗浄または交換する。

1. エンジンオイルの量が不適切。 1. オイルを適量Fullマークに調整する。

2. 負荷が大きすぎる。 2. 重さを軽くするか走行速度を落とす。

3. 吸気スクリーンが詰まっている。 3. 毎回清掃する。

エンジンがオーバーヒートしている。

4. 冷却フィンやブロアハウジング、回転ス
クリーンなどが汚れている。

4. 毎回清掃する。

1. エンジンオイルの量が不適切。 1. オイルを適量Fullマークに調整する。

2. エアクリーナのエレメントが汚れている。 2. 洗浄または交換する。

3. 燃料に水が混入または燃料が粗悪。 3. 燃料タンク内部を清掃してきれいな燃
料を入れる。

4. エンジンのオーバーヒート。 4. 参照エンジンのオーバーヒート。

5. 燃料タンクの通気口が詰まっている。 5. 燃料キャップを交換する。

エンジンのパワーが出ない。

6. 圧縮不良。 6. 代理店に連絡する。
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問問問題題題 考考考えええららられれれるるる原原原因因因 対対対策策策

1. エンジン固定ボルトがゆるい。 1. 固定ボルトを締め付ける。振動や騒音がひどい。

2. エンジン自体のトラブル。 2. 代理店に連絡する。

エンジンが咳き込むあるいは止まって前進
後退できない、または速度がでない。

1. 駐車ブレーキが掛かっている。 1. 駐車ブレーキを解除する。

1. 駐車ブレーキが解除されていない。 1. 駐車ブレーキを解除またはリンクを修
正。

2. トランスミッションの故障。 2. 代理店に連絡する。

3. コントロールリンクの調整不良。 3. 代理店に連絡する。

前進も後退もできない。

4. 駆動シャフトかハブのキーが破損。 4. 代理店に連絡する。

散散散布布布シシシススステテテムムムののの故故故障障障探探探究究究
問問問題題題 考考考えええららられれれるるる原原原因因因 対対対策策策

1. ブームバルブの配線不良。 1. バルブを手動でOFFに戻す。配線を外
して接点部の点検清掃をする。

2. ヒューズが飛んでいる。 2. ヒューズを点検し、必要に応じて交換
する。

3. ホースが折れている。 3. ホースを修正または交換する。

4. ブームバイパスバルブの調整不良。 4. 正しく調整する。

5. ブームバルブの破損。 5. 代理店に連絡する。

ブームから散布しない。

6. 電気系統の故障。 6. 代理店に連絡する。

散布がとまらない。 1. バルブの破損。 1. 散布中止、ポンプを止め、エンジンを
切る。ブームバルブ下部のリテーナを
取り、内部のモータとステムを取り出
す。部品を点検し不良品を交換する。

ブームバルブから液洩れする。. 1. Oリングの劣化。 1. 散布中止、ポンプを止め、エンジンを切
る。バルブを取り出してリングを交換。

1. ブームバイパスバルブの調整不良。 1. 正しく調整する。

2. バルブ内部に異物。 2. バルブ前後の接続を外して異物を取り
除く。

ブームを ON にすると水圧が下がる。

3. ノズルフィルタが詰まっている。 3. 全部のノズルを外して点検する。

1. アクチュエータ作動回路に取り付けられ
ているサーマルブレーカヒューズブロッ
クにあるが高温で作動した。

1. 温度が下がるまで待つ。ブレーカが何
度も作動する場合には代理店に連絡
する。

ブームアクチュエータが正しく作動しない。

2. アクチュエータの故障、または作動回
路に取り付けられているサーマルブレー
カヒューズブロックにあるが作動した。

2. 代理店に連絡する。
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Toro 製製製品品品ののの総総総合合合品品品質質質保保保証証証

限定保証

保保保証証証条条条件件件おおおよよよびびび保保保証証証製製製品品品

Toro 社およびその関連会社であるToro ワランティー社は、両社の合意に
基づき、Toro 社の製品「製品」と呼びますの材質上または製造上の欠陥
に対して、2年間または1500運転時間のうちいずれか早く到達した時点
までの品質保証を共同で実施いたします。この保証は、エアレータ以外
のすべての機器に適用されますエアレータ製品については別途保証があ
ります。この品質保証の対象となった場合には、弊社は無料で「製品」
の修理を行います。この無償修理には、診断、作業工賃、部品代、運賃
が含まれます。保証は「製品」が納品された時点から有効となります。
*アワーメータを装備している機器に対して適用します。

保保保証証証請請請求求求ののの手手手続続続ききき

保証修理が必要だと思われた場合には、「製品」を納入した弊社代理店
ディストリビュータ又はディーラーに対して、お客様から連絡をして頂くことが
必要です。連絡先がわからなかったり、保証内容や条件について疑問があ
る場合には、本社に直接お問い合わせください。

Toro Commercial Products Service Department
Toro Warranty Company
8111 Lyndale Avenue South
Bloomington, MN 55420-1196

952–888–8801 または 800–952–2740
E-mail: commercial.warrnty@toro.com

オオオーーーナナナーーーののの責責責任任任

「製品」のオーナーは、オペレーターズマニュアルに記載された整備や調
整を実行する責任があります。これらの保守を怠った場合には、保証が受
けられないことがあります。

保保保証証証ののの対対対象象象とととななならららななないいい場場場合合合

保証期間内であっても、すべての故障や不具合が保証の対象となるわけで
はありません。以下に挙げるものは、この保証の対象とはなりません

• Toroの純正交換部品以外の部品を使用したことまたはToroの純正部
品以外のアクサセリや製品を搭載して使用したことが原因で発生した
故障や不具合。これらの製品については、別途製品保証が適用され
る場合があります。

• 推奨された整備や調整を行わなかったことが原因で生じた故障や不具
合。オペレーターズマニュアル に記載されている弊社の推奨保守手順
に従った適切な整備が行われていない場合。

• 運転上の過失、無謀運転など「製品」を著しく過酷な条件で使用したこ
とが原因で生じた故障や不具合。

• 通常の使用に伴って磨耗消耗する部品類。但しその部品に欠陥があっ
た場合には保証の対象となります。通常の使用に伴って磨耗消耗する
部品類とは、ブレーキバッドおよびライニング、クラッチライニング、ブ
レード、リール、ローラおよびベアリングシールドタイプ、グリス注入タイ
プ共、ベッドナイフ、タイン、点火プラグ、キャスタホイール、ベアリン
グ、タイヤ、フィルタ、ベルトなどを言い、この他、液剤散布用の部品
としてダイヤフラム、ノズル、チェックバルブなどが含まれます。

• 外的な要因によって生じた損害。外的な要因とは、天候、格納条件、
汚染、弊社が認めていない燃料、冷却液や潤滑剤、添加剤、肥料、
水、薬剤の使用などが含まれます。

• エンジンのための適正な燃料ガソリン、軽油、バイオディーゼルな
どを使用しなかったり、品質基準から外れた燃料を使用したために
発生した不具合。

• 通常の使用に伴う運転音や振動、汚れや傷、劣化。

• 通常の使用に伴う「汚れや傷」とは、運転席のシート、機体の塗装、
ステッカー類、窓などに発生する汚れや傷を含みます。

部部部品品品

定期整備に必要な部品類「部品」は、その部品の交換時期が到来するまで
保証されます。この保証によって取り付けられた部品は、この製品保証によ
り保証期間終了まで保証され、取り外された部品は弊社の所有となります。
部品やアセンブリを交換するか修理するかの判断は弊社が行います。弊社
が保証修理のために再製造した部品を使用する場合があります。

デデディィィーーープププサササイイイクククルルルバババッッッテテテリリリーーーおおおよよよびびびリリリチチチウウウムムムイイイオオオンンンバババッッッテテテリリリーーー
ののの保保保証証証

ディープサイクルバッテリーやリチウムイオンバッテリーは、その寿命中に放
出することのできるエネルギーの総量kWhが決まっています。一方、バッ
テリーそのものの寿命は、使用方法、充電方法、保守方法により大きく変
わります。バッテリーを使用するにつれて、完全充電してから次に完全充
電が必要になるまでの使用可能時間は徐々に短くなってゆきます。このよ
うな通常の損耗を原因とするバッテリーの交換は、オーナーの責任範囲で
す。本製品の保証期間中に、上記のような通常損耗によってオーナーの
負担によるバッテリー交換の必要性がでてくることは十分に考えられます。
注リチウムイオンバッテリーについてリチウムイオンバッテリーには、その部
品の性質上、使用開始後 3-5 年についてのみ保証が適用される部品があ
り、その保証は期間割保証補償額逓減方式となります。さらに詳しい情報に
ついては、オペレーターズマニュアル をご覧ください。

保保保守守守整整整備備備ににに掛掛掛かかかるるる費費費用用用はははオオオーーーナナナーーーががが負負負担担担すすするるるももものののとととしししままますすす

エンジンのチューンナップ、潤滑、洗浄、磨き上げ、フィルタや冷却液の
交換、推奨定期整備の実施などは「製品」の維持に必要な作業であり、
これらに関わる費用はオーナーが負担します。

そそそののの他他他

上記によって弊社代理店が行う無償修理が本保証のすべてとなります。

両両両社社社ははは、、、本本本製製製品品品ののの使使使用用用ににに伴伴伴っっっててて発発発生生生しししうううるるる間間間接接接的的的偶偶偶発発発的的的結結結果果果的的的損損損害害害、、、例例例
えええばばば代代代替替替機機機材材材ににに要要要しししたたた費費費用用用、、、故故故障障障中中中ののの修修修理理理関関関連連連費費費用用用ややや装装装置置置不不不使使使用用用ににに伴伴伴ううう
損損損失失失なななどどどにににつつついいいててて何何何らららののの責責責ももも負負負うううももものののででではははああありりりままませせせんんん。。。両両両社社社ののの保保保証証証責責責任任任ははは
上上上記記記ののの交交交換換換まままたたたははは修修修理理理ににに限限限らららせせせててていいいたたただだだきききままますすす。。。そそそののの他他他にににつつついいいてててははは、、、排排排
気気気ガガガススス関関関係係係ののの保保保証証証ををを除除除ききき、、、何何何らららののの明明明示示示的的的ななな保保保証証証もももおおお約約約束束束すすするるるももものののででではははああありりり
ままませせせんんん。。。商商商品品品性性性ややや用用用途途途適適適性性性にににつつついいいてててののの黙黙黙示示示的的的内内内容容容にににつつついいいてててののの保保保証証証ももも、、、本本本
保保保証証証ののの有有有効効効期期期間間間中中中のののみみみににに限限限っっっててて適適適用用用ささされれれままますすす。。。

米国内では、間接的偶発的損害に対する免責を認めていない州がありま
す。また黙示的な保証内容に対する有効期限の設定を認めていない州があ
ります。従って、上記の内容が当てはまらない場合があります。この保証に
より、お客様は一定の法的権利を付与されますが、国または地域によって
は、お客様に上記以外の法的権利が存在する場合もあります。

エエエンンンジジジンンン関関関係係係ののの保保保証証証にににつつついいいててて

米国においては環境保護局EPAやカリフォルニア州法CARBで定められたエ
ンジンの排ガス規制および排ガス規制保証があり、これらは本保証とは別個
に適用されます。くわしくはエンジンメーカーのマニュアルをご参照ください。
上に規定した期限は、排ガス浄化システムの保証には適用されません。くわ
しくは、製品に同梱またはエンジンメーカーからの書類に同梱されている、エ
ンジンの排ガス浄化システムの保証についての説明をご覧下さい。

米米米国国国とととカカカナナナダダダ以以以外外外のののおおお客客客様様様へへへ

米国またはカナダから輸出された製品の保証についてのお問い合わせは、お買いあげのToro社販売代理店ディストリビュータまたはディーラへおたずねくださ
い。代理店の保証内容にご満足いただけない場合は輸入元にご相談ください。
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